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PL24　押型文土器（1）

PL25　押型文土器（2）

PL26　押型文土器（3）

PL27　尖底土器

PL28　土製品・土器片錘・土製円板

PL29　石器（1）

PL30　石器（2）

PL31石器（3）

PL32　石器（4）

PL33　石器（5）

P L34　石器（6）

PL35　石器（7）

PL36　石器（8）

PL37　石器（9）

PL38　石器（10）

P L39　石器（11）

PL40　石器（12）



第温童　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経過

とりで　　しもだて

日本住宅公団は9　昭和姐年から茨城県取手市と下館市を結ぶ「関東鉄道常総線」の沿線に沿い9

常総ニュータウンの建設に着手した。この開発は9　首都圏の入口や産業の集中を緩和するととも

に9膨大な住宅用地の需要に応え9　良好な居住環境を備えた住宅用地の供給と9　周辺都市との有

機的な結合をめざした調和ある新しい町づくりを目指しているものである。
みつかいどう　うちもりや

この一連の開発計画の一つとして学　茨城県水海道市内守谷町を中心とした「水海道都市計画事

業e内守谷土地区画整理事業」が打ち出された。

この開発に先立って　昭和捕年2月9　日本住宅公団は9　茨城県教育委員会に開発地域内におけ

る埋蔵文化財包蔵地の有無について照会を行い9　茨城県教育委員会は撃　それに対し開発地域内の

分布調査が必要である旨を回答した。

なお撃　日本住宅公団と宅地開発公団はう　昭和56年且0月に統合し9　新たに「住宅⑳都市整備公団」

として発足したが9　従来の契約によって生じた権利義務はそのまま新公団に継承されることに

なった。

昭和57年5月9　住宅◎都市整備公団から茨城県教育委員会に対して，開発地域内の分布調査の

依頼があり9　茨城県教育委員会は9　57年12月に試掘による確認調査を実施した。その結果，開発

地域内に5か所の埋蔵文化財包蔵地が確認され9　この取り扱いについて9　昭和58年1札　茨城県

教育委員会，水海道市教育委員会及び9　住宅◎都市整備公団の三者が協議を行った結果9　現状保

存は困難であると判断し，記録保存の措置を講ずることとなった。

茨城県教育財団は9　茨城県教育委員会の照会により9　住宅◎都市整備公団と埋蔵文化財発掘調

査に関する業務の委託契約を締結し，昭和58年4月から2か年の計画で発掘調査を実施すること
おくやま　　　　おくやましたね

とし9　昭和58年度に奥山B遺跡9　奥山下根遺跡の発掘調査を実施9　残る3遺跡（奥山A遺跡，奥
にしはら

山C遺跡ラ　西原遺跡）についてはう　昭和59年度に発掘調査を進めている。

なお，発掘調査は9　当教育財団本部調査課第1班が担当した。

第2節　調査方法

且．調査区設定

調査区設定は，日本平面直角座標系◎第亙Ⅹ系座標を使用した。奥山B遺跡はⅩ軸（南北）－2，400

m，Y軸（東西）＋12，400mの交ノ鳥　奥山下根遺跡はⅩ軸－2，2掴m Y軸＋12，400mの交点をそ

一1－



れぞれ基準にし，この点から東西・南北に各々

40mずつ平行移動して一辺購mの太調査区を設

定した。

大調査区の名称は，北から南へ「A」，「B」，

「C」‥‥‥，西から東へ「1」，「2」，「3」‥…・

と大文字を付し，「Al区」，「B2区」，「C3区」の

ように呼称した。この大調査区を4m四方の小

調査区（ブリットと呼称）に100分割し，北から

南へ「a」，「b」，「C」‥‥‥「j」，西から東へ

「1」，「2」，「3」‥‥・・「9」，「。」と小文字を付した。

小調査区の名称は，大調査区の名称と合せた4

文字で表記し，「Alb2区」，「B2e8区」のように呼

称した。

瑠

12　3　4　5　6　7　8　9　0
2　　　　　　　　3
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j l

B

C

第＝図　調査区名称図

2　基本層序の検討

（1）奥山B遺跡

遺跡は比較的平坦で，高低差は1nlほどである。基本層序（第2図）は，I層が表土で，畑地

として利用された耕作土であり15～20cmほどの厚さである。この層は東側でいく分厚くなり30cm

ぐらいの所もある。II層以下は関東ローム層である。遺構確認はII層上部で行った。このII層と

III層はソフトロームであり，両層合わせて50cmほどの厚さである。なお，III層の下層部はIV層に

くい込んでいる部分もある。IV層は硬く締まったローム層である。V層はブラックバンドと呼ば
、一‾　　r‾一1l　▼．′　‾一　　　　　）　　　▼　ノ／　　、‾‾　　し，ノ　　　　ー．．　1トIIJ　．、‾　‾　．‾ノ　、　　　　t　’l．l一　　）　－　　　′　　’’－　　　　　　　　　　　　　‾　　　　J H　　　－　　▼　一′　　、．‘‾　　しノ　　　　　　▼　　l　トー1　．一．1　　　　　　　’　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　▼　　　　　　t　　　　、．・・・・一　　　．J l、一一

れている層でIV層同様硬く締まっており，火山活動が弱まった時期に堆積したことがうかがえる。

VI層以下は黄褐色のハードローム層である。

第2回　奥山B遺跡土層柱状図

2

I HuelOYR3。（暗褐色）
耕作土

Il Hue10YR46（褐色）
ハードロームブロックを含むローム質の層

m HuelOYR㌔（褐色）
ハードロームブロックを多く含む

Ⅳ　Hue2．5Y　43（オリーブ褐色）
かたく締まった層

V Hue2．5Y　42（時灰黄色）
ハードローム層，BB

VI HuelOYR56（黄褐色）
ハードロームブロックを含みかたい



（2）奥山下根遺跡

当遺跡は，台地部から低地部まで広がっていたため，二か所で土層観察を実施した。

台地部の基本層序（第、3図）は，I層は表土で山林のため木の根による擾乱が多い。II層は暗

褐色土層で，ソフトロームブロックを含む締まりのない軟弱な土層である。出土遺物の大半はI

層下部からII層にかけて出土したものである。III～IV層はソフトロームであり，IV層はブラック

バンドと呼ばれる層である。なお，遺構確認はIII層上面で行った。IV層のブラックバンドは，奥

山B遺跡のⅤ層と同一の層であると推察される。Ⅴ層以下はハードローム層である。

第3図　奥山下根遺跡台地部（C2b7）
低地部（B4d3）土層柱状図

I HuelOYR％（黒褐色）
表土層

II HuelOYRヲ4（噌褐色）
ソフトロームプロッタを含む

III HuelOYR％（褐色）

ソフトローム層
Ⅳ　HuelOYR％（褐色）

ソフトローム層
V Hue10YR％（黄褐色）

ハードローム層

I Hue10YR％（縞色）
耕作土でレキを含む砂貨の層

ll Hue10YR％（にぷい黄褐色）
砂粒を含み粘性あり

m Hue10YRラ与（灰黄褐色）
青灰色の粘土粒子・ブロックを多量に含む

Ⅳ　HuelOYR％（にぷい黄褐色）
粘土粒子・ブロックを含む砂貨の層

lV’HuelOYR％（にぷい黄褐色）
4層より粘土ブロックが多くなる

V Hue　5Y　㌫（灰色）
灰色と象灰色粘土の互層

VI Hue　5Y　ライ（オリーブ黒色）
砂．灰色・黒灰色粘土の互層

VII Hue　5YR㌫（黒色）
粘性・鉄サビあり

V】＝　HuelOYRl．7／l（黒色）
粘性・鉄サピあり

IX Hue10YRヲイ（黒色）
粘土ブロック・ロい－ム粒子を含む

X Hue2．5Y　％（オリーブ褐色）
春占土ブロック・粒子を含む

XI Hue2．5Y　％（オリーブ補色）
10層より黄色味が強い

XII HuelOYR％（暗褐色）
ロームブロック・砂粒を含む

ⅩⅢ　Hue川YRラ毛（黄褐色）
鉄分を含む砂貿ローム層

低地部の基本層序（第3図）は，I層が表土で，砂質の層である。この表土層以下VI層まで砂

の混入が多くみられ，堆積時は水面下であったことがうかがえる。III層は，5～15cmの層で，粘

土ブロックや同粒子を多量に含んでいる。IV層も同じような層であるが，III層よりも砂を多く含

んでいる。Ⅴ～VI層は粘土層である。Ⅴ～VI層を細分すると14層以上に分けることができるが，

色調の違いにより2層に大別した。両層とも色の違う粘土及び砂が交互に堆積した互層から成っ

ており，静水と流水の現象を繰り返したことがうかがえる。ⅥI～IX層はよく締まった黒色土で

60～70cmの厚さである。地元の人はこの黒色土層をケドと呼んでおり，おそらく植物が腐植して



できた　のと考えられる。掘っている時は独特の臭いであった。Ⅹ～叢層は　粘土質の層である。

、　　′　ノ　・　′、二、ノ了　′ノ　　　　・・′、＼・、－・‾・′′　′上、ノ　　ーい　トノ　ノ′，一′ノ・－／＞′

でおり撃当時から低湿地であった可能性が高い。台地部の土層との関連をみると　現在までに2

m以上の土砂等が堆積していることが理解できる。また　台地部の践層に対応すると考えられる

層は撃Ⅷ層以下のローム層と思われる。

ノ　　∴′、∴′：芋・

遺跡と　遺構確認は　調査面積の八分の一にあたる小調査区を発掘する方法により撃試掘を

実施した。その結果　奥山迅遺跡については遺構が確認されないため撃引き続き小調査区の発掘

を続け　最終的に全体の四分の一の小調査区を発掘した。しかし撃遺構が確認されないため四分

の一の発掘調査をもって調査を終アとした。

奥山下根遺跡については　低地部では八分の一の試掘の結果遺構が確認されないため撃基本層

序を考慮して遺構がないと判断し台地部に限って表土除去を実施した。なお9表土除去をするに

′　′　　一∴ノノら　　　lノ、′ノ　′　、′′　　　・′　　′　一・′／′′　一′∵工∵　日　．、

土除去作業は昭和粥年　柳こ終了し　その結果住居跡が　軒　土壌が渕基　炉穴を含む　確認さ

れた。その分布状況は　台地中央部から北側先端部に多　認められた。

魂　遺構調査

住居跡の調査はラ遺構の中央部で直交するように土層観察用ベルト2本を設定して四分割し撃

それぞれを揺り込む四分割法で実施した。それぞれの地区の名称は撃北から時計回りに且～4区

とした。土壌の調査は撃長径方向で二分割して擦り込む二分割法で実施した。炉穴の調査は撃遺

構確認画で他の土壌と区別することが困難であったため土壌の調査法に準じて実施した。調査の

記録は学士層断面写真撮影→土層断面図作成→遺吻出土状況写真撮影→遺物出土位置図作成→遺

構平面（完掘）写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行った。

なお撃遺構番号は　遺構ごとにそれぞれ調査順に付していった。

4



第2章　位置　と　環境

第且節　地理的環境

奥山B遺跡は9茨城県水海道市内守谷町字奥山5，751番地ほか13筆に所在しタ調査対象面積は9

12，724m2である。また奥山下根遺跡は9茨城県水海道市内守谷町字奥山下根5，869番地ほか3筆に
こやま　すがお

所在し調査対象面積は6，973m2である。この両遺跡は9間に小山～菅生～小網線を挟んで道路北側

に奥山下根遺眺南側に奥山B遺跡が所在しているが，本来は同一台地上に存在する遺跡である

ので，地理軋　歴史的環境はまとめて述べることにする。

両遺跡の所在する水海道市は，関東平野の中央乳茨城県の南西部に位置している。市域は9

南北に長く東西に狭く9大部分は鬼怒帖小貝川のもたらした沖横地の上に広がっている。北は

石下町9東は谷田部町，谷和原札西は岩井乱南は守谷町と利根川を挟んで，千葉県野田市の

各市町村と接している。市の中央部を鬼怒川が蛇行しながら南流し9東側の谷田部町撃谷和原村

との境には9小貝川が同じように蛇行しながら南流している。南部では鬼怒川と小貝川が接近し9

両河川の問はわずか1玩ほどの地域もある。鬼怒川は9江戸時代（寛永年問）に猿島◎北相馬台

地を開削して現在の流路がつくられ利根川に注ぐようにしたもので9以前は内守谷地区で大きく

東に向きを変え，小貝川に流れ込んでいたものである。

両遺跡の所在する水海道市の南端部は，猿島台地と北相馬台地の接点部にあたる。遺跡の東側

L4加には，国道125号線が走りぅ　それと平行するように関東鉄道常総線が通っている。また，遺

跡の南東2・5kmには，常磐自動車道の谷和原インターチェンジが開設され，最近ますます交通の便

がよくなり，急激に開発の進んできている地域である。
うかい

関東鉄道小網駅の西1・2kmの所で，鬼怒川が大きく西に迂廻するが9この鬼怒川を挟んで東側が

谷和原村中絹地区，西側が水海道市内守谷地区である。両遺跡は，鬼怒川が大きく迂廻する北側の

台地上に位置している。この台地は9中央部に鬼怒川から西に向かって比較的大きな谷津が入り，

北と南に二分されており9　なお9小支谷によって浸食を受けて舌状台地状になっている。現在こ

れらの谷津は，水田として利用されているが，河川改修以前は氾濫源であったらしく9度々水没

していたものと考えられる。

奥山下根遺跡は9南側の谷津に舌状に張り出した台地の先端部から斜面にかけて所在し9標高

は高い所で16m9低い所で10mほどである。現況は，山林であり，水田との比高は高い所で8m

ほどである。奥山B遺跡は，奥山下根遺跡の南方150mに所在し，台地のほぼ中央部に位置してい

る。標高は，17mほどでほぼ平坦な地形であり，現況は畑である。

－　5　…－



第2節　歴史的環境

鬼怒川流域の台地には9　古代の人々の生活舞台となっていた多くの遺跡が存在する。また9　そ

の流域は9近世まで川を利用した水運の盛んなところでもあった。水海道市には謹書和52年の時点

で32か所の遺跡が確認されている。今回9　発掘調査を実施した二遺跡は9　それ以後確認された遺

跡で9　分布調査が進むにしたがって9　遺跡の数は9　さらに増加するものと思われる。ここで奥山

B遺跡◎奥山下根遺跡を中心として隣接市町村に所在する主な遺跡を9　時代ごとに記載すると次

のとおりである。
さかてかいおき　　　　　　きかてひのおうじん　　　　　　うちもりや

縄文時代の遺跡として9　水海道市では9　坂手貝置遺跡（6）9　坂手目之王神遺跡（11）9　内守谷
たて　だい　　　　　　　　　　　　　にししもじゆく　　　　　おおやつ

館ノ台遺跡（12）暫　谷和原村では学　西下宿遺跡（19）撃　大谷津Å遺跡（20）9　大谷津B遺跡（2扶
つつど

簡戸A遺跡（22）9簡戸B遺跡（23）9　等が知られている。早期に属する遺跡としては争　西下宿遺
（1）

跡があり9　住居跡状遺構温軒◎炉穴24基が検出され茅山式期の土器片の出土が報告されている。

前期の遺跡としては9坂手臼之王神遺跡がある。この遺跡はまだ9発掘調査は行われていないが撃
は）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

土器片の出土や住居跡の落ち込み等が確認されている。中期の遺跡としては9　坂手貝置遺跡や内
（4）　　　　　　　（5）　　　　　　　（6）　　　　　　（71　　　　　　（81

守谷館ノ台遺跡ラ　大谷津A遺跡9　大谷津B遺跡9　筒戸A遺跡争　簡戸B遺跡学　等がある。上記の谷

和原村の各遺跡は9　調査が実施され撃　多くの遺構9　遺物が検出され9　多くは9　その全容が報告さ

れている。後期の遺跡としては9　内守谷館ノ台遺跡がある。この遺跡からは9　中期から後期にか
（9）

けての遺物が出土している。
ながのいり

弥生時代の遺跡は，今のところ水海道市では確認されていない。ただ9　市内内守谷町の長ノ入

地内で弥生式土器片が出土する地点があるということであるが，まだ正式には報告されていない。
おおつかどしのやま

古墳時代になると遺跡数も多くなり，主な遺跡として，水海道市では9大塚戸篠山古墳群（30）9
なな　づか　　　　　　　　　ほんごう

七ツ塚古墳群は）内守谷本郷遺跡（13）等がある。大塚戸篠山古墳群は前方後円墳3基ウ　円墳

28基が存在していたといわれていたが，水海道市教育委員会が昭和50年3月に調査した結果9　前

方後円墳4基9　円墳22基しか確認できなかった。その中の数基の古墳については調査が行われ9
（1（））

それぞれ内部主体として箱式石棺が発見され9　石棺内からは各種玉類◎鉄鉱等が検出された。七

ツ塚古墳群は前方後円墳1基◎円墳6基から構成されており9　昭和35年に調査が行われた。主体
かく　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）

部は墳麓に構築されたものが多く，粘土柳，竪穴式石室9　箱式石棺と多様である。内守谷本郷遺

跡は9昭和47年表土削平工事の際発見された遺跡で9土師器9須恵器9土錘9砥石等が出土した。

出土土器から古墳時代中期以後の集落跡と考えられるが9発掘調査は実施されていない。この外，
またて　　　　　　　　　　　　むかいじ　　　　　　　　　　だいぎ

集落跡として岩井市の馬立遺跡（5），水海道市の内守谷向地遺跡（14）や，守谷町の大木遺跡等

が知られている。
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ふなビ　tlご、）

古墳時代以降の集落跡としてはう岩井市の船戸遺跡（鋸がある。この遺跡は丸木舟が出土し

たことで知られている。平安時代後半では水海道市及び周辺地域においては　平将門に関連する

史跡や伝承地が数多く存在している。

中世の史跡としては　水海道市内には　大塚戸城跡は）菅生城跡は封があ勘　と　に城館

跡である。

′、ノ・　　　′　：、言′了∴、・、∵言了．ノノく　一　了′、∴′・　．、・．′′　・．、・

健の遺跡が多　所在し　各時代にわたって生活が営まれていたことがうかがえる。

※遺跡名の（）内の数字は撃第4図の回申番号である。

ニこ　　こ　・、　　　こ　こ　′　、・・I一　、．　∴・－

霊 遺 跡 名 魁 縄 高 域 の他　 遺 跡 名 先土 鵜 菌 等 の他

1 権　現　塚　古　墳　　　　　　　　 ∴　　　 16　茶　 畑　 古　墳　　　　　　　　 ∴

七ツ塚古墳群　　　　　　　　 ○　　　　 膵　登　坂　畑　貝　塚　　　 ○

3　豊　 岡　 古　墳　　　　　　　　 ○　　　　 鼠8　浅　間　山　貝　塚　　　 ○

船　戸　 遺　 跡　　　　　　　　　　　 ○　 摘　西　下　宿　遺　跡　　　 ○

馬　立　 遺　 跡　　　　　　　　　 ○　　　　 祁　大谷津B 遺跡　　　 ○

坂手員置遺跡　　　 ○　　　　　　　　　 飢　大谷津Å遺跡　　　 ○

大　塚　戸　城　跡　　　　　　　　　　　 ○　 霊　筒　戸　Å　遺　跡　　　 ○

8　菅生古谷遺跡　　　 C…　　　　　　　　　 23　筒　戸　B　遺　跡　　　 ○

9　坂手動疇古墳　　　　　　　　 0　　　　 24　大　 木　 遺　跡　　　　　　　　 ○

10　板子昔場月塚　　　 ∴　　　　　　　　 25　西　 原　 遺　跡　　 昭棉9年度調査予定

11 板子目上士神遺跡　　　 ∴　　　　　　　　 26　奥　山　C　遺　跡　　 昭棉伸度調査予定

12　内守谷館ノ台遺跡　　　　 ○ 27　奥　山　Å　遺　跡　　　 昭和59年度調査予定

13　内守谷本郷遺跡　　　 0　　　　 0　　　　 28　奥　山　B　遺　跡　　　　　 当遺跡

鼠4　内守谷向地遺跡　　　 0　　　　 0　　　　 29　奥山下根遺跡　　　　　 当遺跡

15 菅　 生　 城　 跡　　　　　　 0　 30　大塚戸篠山古墳群 i i i可

注

沌　茨城県教育財団　年報航昭和溝年　　年報凱昭和粥年

は細頼廟鋸水海道市史編さん委員会　水海道市史』上巻　昭和鍋年

纏報告書は　茨城県教育財団よ娠　昭和5年度に刊行の予定である

沌茨城県教育財団「大谷津B遺跡」控茨城県教育財団文化財調査報告書第摘集詔昭米持年

の纏茨城県教育財団「簡戸Å魯迅遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告書第24集』）昭和58年

鋤茨城県教育委員会『重要遺跡報告書且』昭和鮮卑

・′、∴．∴′工∴∴二／：．工∴∴・脚LJく　－‘．ジ′
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第4図　奥山B・奥山下枝遺跡周辺の地形及び遺跡位置図



第5図　内守谷地区遺跡位置図
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第3章　奥山　亙遠遺跡

第且節　遺跡の概要と記載方法

且　遺跡の概要

当遺跡は誹召和58年8月から10月にかけて調査を実施した遺跡で9同一台地上の北方150mには

奥山下根遺跡が隣接している。

当遺跡の表土除去作業は調査面積が広大なことや調査期間等から9重機導入を考え，その前調

査としてトレンチを三本設定し試掘を行った。その結果遺構は全く検出されず9　しかも出土遺物

は土器片70数点であった。したがって9遺構の存在は希薄なため，重機による全面表土除去を取

りやめ9遺跡の全面積の四分の一に当たる小調査区を芋掘りによって慎重に掘り進めたが9やは

り9遺構を確認することができず，これをもって当遺跡の調査を終了した。

遺物は言ヒ側中央部付近からわずかに土器片が出土した。時期的には縄文時代早期のものと考

えられる。これは北側に位置する奥山下根遺跡の出土遺物と同時期のものである。

2　記載方法

本書で使用した遺構◎遺物の記載方法は，次のとおりである。

（1）使用記号

名称 住居跡 土　 壌 ピッ ト

記号 S I S K P

名称 土器 土製品 拓本土器 石器

記号 P D P T P Q

（2）遺構◎遺物実測図中の表示

＝炉跡◎炉床　　　　　＝焼丑　　　　　二束彩土器

（3）土層の分類

当遺跡で検出された遺構の土層の色調は，「新版標準土色帳」（小山正忠◎竹原秀雄編著　日本

色研事業株式会社）を使用し，HuelOYRを基準に次のように分類した。また，土層中に含まれて

いる含有物も分類し，記号化した。

なお，撹乱をうけた部分は土層断面図の中に「撹乱」と記入した。

番号 土　 色　 名 色 相　　　 明度／彩度 記号 含　　　 有　　　 物

1

2

暗　 褐　 色

褐　　　　 色

7．5Y R　　 ％　 宮
10Y R　　　　 〃　　ノ！

7．5Y R　　 雷　 鳥　 琉
10Y R　　　 宍　 ％

a

b i

ト 粒子を含む

ロームブロックを含む

一一11　－



10

11

黒　褐　色

黄　褐　色

黒　　　　色

赤　褐　色

暗　赤　褐　色

明　赤　褐　色

赤　　　　色

にぷい黄褐色

にぷい赤褐色

明　褐　色

10YR 3、′．七　％

㌢f　ライ

10YR　　　シ乙　琉

7．5YR　　㌧㌢ノ　㌫‾

10YR　　　／ノ　　ノ／

2．5YR　　㌶　琉
5YR　　　　　ノノ　　ノ／

2．5YR　　シ宅　㌢；％
5YR　　　　　ノ／　ノ／　ノ／

2．5YR　　シ忘　兢
5YR　　　　　ノ／　ノ！

10R　　　　シ忘　％

10YR　　　宍　宍　宍

2．5YR　　シ；
5YR　　　　　ノ／

7．5YR　　シ忘

焼土粒子を含む

焼土ブロックを含む

炭化粒子を含む

炭化物（材）を含む

ローム質の層

ローム質の層＋ハードロームブロック

ハードロームブロックを含む

黒色土を含む

焼土層

焼土粒子＋廃土ブロック

※粒子は径2mm未満のもの，ブロックは径2m皿以上のものとした。

，……少量含む。（面積割合で4％以下）

”……多量含む。（面積割合で26％以上）

含有物については9一文字で表現できない時はadのように二文字で表した。

（4）遺構実測図の作成方法と掲載方法

住居跡

l

l

l

l

t

t

t

I

t

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

I

上端

1

1

推定プラン

′／一、＼

／　　　　　　　＼

＼

も　　　　　　　j

＼　　　　　／

＼　　　　　／

ヽ－　－　／

○住居跡は縮尺二十分の一の原図をトレースして版組し9それをさらに三分の一に縮尺して掲

載した。

－12　－－－



○土壌及び炉穴は縮尺二十分の一の原図をトレースして版組し，それをさらに三分の一に縮尺

して掲載した。

○水系レベルは，同一の場合に限り一つの記載で表し9　それ以外は個々に表示した。単位はm

である。

○実測図は遺構番号順に掲載するように努めたが9　土壌と炉穴を分類して掲載したために必ず

Lも通し番号順にはなっていない。

（5）遺物実測図の作成方法と掲載方法

深鉢

紅　口径　4

礫器

ニIIT′II‾l｛一

敲いた部分

ている部分

石斧

二一一一

：くl∫h昌　ザiミラi

厚さ

○土器の実測は9　中心線を挟んで左二分の一に外面9　右二分の一に内面及び断面を図示した。

○土器拓影図は，右側に断面を図示した。また9　表裏二面を掲載したものについては断面を中

央に配し，左側を外面，右側を内面とした。

○遺物の版組は，四分の一あるいは三分の一に縮尺したものを掲載の基準としたが9　大きさに

よりそれ以外の縮尺を使用して掲載した図版もある。

（6）表の見方について

土壌◎炉穴一覧表

土壌番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　 模 】壁面

底面 覆土 備考（出土遺物）
長径×短径（m ） 深さ（cm）

○長径は掘込面における長軸線の長さ，短径は長軸に直交する最大幅の長さ9　深さは底面最深

部から掘込面までの垂線の長さを計測した。単位は9　長径，短径についてはmで，深さにつ

いてはcmで表示した。重複する遺構については現存する長さを測り（）をつけた。

○壁面は9　底面からの立ち上がっている状態によって9　次のとおり表記した。

ー13…



二二一l＋　　‾∴＿∴二　　一二∴二

〇底面の形状は撃　次のとおり分類し表記した。

二1－－J一一一一一一閃　二九・一・一一…恥、一、、＿＿ノノ　ー一皿1メ　い＼′＼′＼げ、′タ1－－－と巴

○覆土は9　自然堆積の場合N，人為的堆積の場合A9　撹乱の場合Kとした。

［亘麺痙］

番号 器種 法量（cm） 器形の特徴及び文様 胎土e焼成。色調 備　 考

A
B
C

○番号は実測図中の番号である。

己法量は，AT口径，B一器高，C－底径を示し，単位はcmである。なお，復元推定値は，（）

を付した。

○備考は土器の完存率や出土地点を記した。

石器一覧表

番号 器種 出土地点 全長（cm） 幅 （cm） 厚 （cm） 重量（g ） 石　 質 備　考

○出土地点は，出土した遺構あるいは小調査区名を記した。

○幅や厚さは，それぞれの最大値を記し，（）を付した数値は欠損石器の計測値である。

○備考は，図版番号を記した。
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第2節　調査経過

8月下旬　遺跡内の上物除去を行い，調査区を設定した。その後，東西に十本，南北に二本のト

レンチを試掘した。その結果9　数片の遺物が出土したが，遺構を確認することはできな

かった。表土の除去については遺構の確認状況9　表土層の状況等によっては9　重機の導

入も考えていたが，上記の理由で調査区全体の表土を除去する必要性がなくなった。試

掘の方法をトレンチ発掘から9　小調査区（グリット）発掘に変え慎重に芋掘りで表土を

除去しながら遺構の確認を行うことにした。

9月上旬　調査面積の八分の一にあたる小調査区の発掘調査を開始した。畑で表土が30cmほどと

比較的浅かったこともあり，作業は順調に進行した。

9月中旬　発掘調査が進行しても撃　相変わらず遺構を確認することはできなかった。

9月下旬　八分の一にあたる調査区の発掘調査が終了し撃　引き続き四分の一にあたる調査区の発

掘調査に入った。A3区～A4区からごく少量の遺物が出土した。

10月上旬　前月からの作業を進めながら，8月に試掘したトレンチの断面図を作成した。また，

遺跡内の土層を調査するためテストピットを設定し掘り込んだ。

10月中旬　全体の四分の一にあたる調査区の発掘調査を終了した。結局争　遺構は確認されず9　遺

物は，ビニール袋（31cmX21cnl）で10袋ほどの出土であった。

10月下旬　遺跡内の清掃作業を行い，完掘写真を10月25日に撮影した。これをもって当遺跡の発

掘調査を終了した。

第3節　トレンチによる土層観察

当遺跡は，ほぼ平坦な地形のようにみえるが，詳細にみると，西側が17111と高く，東側は15．3

mと低い。その比高差は91．7mほどである。南北方向は9高低差がほとんどみられず平坦である。

当遺跡は全体的に東に傾斜しているが，A4区付近が急に30～40cm低くなっている。これは9　付

近の地形から判断して後世の人為的作用によって生じた段差であると思われる。

当遺跡の基本的層序については，第1章で述べたとおりである。ここでは，トレンチによって

確認した土層について記述する。

東西方向のトレンチは，A2j6～A7j。までの200mである。南北方向のトレンチは9B4hl～A蝕1ま

での68mと，B6fl′、A6blまでの60mである。（第7～9図）

土層は普各トレンチとも2層からなっていた。1層は耕作土として利用されており，砂粒やロー

…15…



第7図　トレンチ断面図（り
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ム粒子を含み，サラサラ

している層で，黒褐色を

呈している。厚さは場所

によって異なるが，

20～40cmである。2層は

準耕作土と考えられる層

で，1層の黒褐色土粒子

とローム粒子を含み，や

や締った褐色の層であ

る。厚さは5～20cmであ

る。1層は耕作による撹

乱を常時受けている層で

あるが，2層はそれほど

受けていないと思われ

る。なお，断面図には表

示していないが，ところ

どころに耕作以外の捜乱

を受けた跡が数か所検出

された。これは，現在ま

で畑として利用されてい

たが，昭和のはじめまで

は山林であり，その当時，

風倒木などの根を掘り返

した跡であろうと思われ

る。3層はソフトローム

層であり，この層の上面

で遺構確認を実施したた

め，図中には3層の表示

はしていない。土器片は

2層から3層のソフト

ローム層にかけて出土し

た。出土状況は，遺跡全

霊
旦
∈
0
・
ト
▼

トレンチ断面図（2）
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第9回　トレンチ断面図（3）
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体から平均的に出土しているのではなく　Å　区～Å　区にかけての地区からごく少量出土した

程度であ軋　他の地区からはほとんど出土していない。

このよ　に杭　層が遺跡全面に堆積してお酌耕作による擾乱以外はそれほどの撹乱もなく

比較的良好な堆積状況であった。これらの層は全体的に東あるいは南東方向に傾斜してお仇　そ

の結果　遺跡東側の杭　層の厚さは　西側よ　厚　なっている。なお　亀山拍層）　同様の

傾斜をしていることが確認できた。当遺跡の南東部には小さな谷津があ狛第　図参照）撃　この谷

ノ、∴∴ノ、′′′・　　　・．．　　′　　　　　　　　　′　　　′　　　′・、、

て判明した。

ノ、．′　′′　′、′　　　　　‾：′′

当遺跡からは撃縄文時代早期中葉から後薬にかけての土器片が主に出土した。これらの遺物は撃

小調査区の発掘中に出土した　のがほとんどで　他に表面採集で得られた　の　少量ある。出土

した土器は　小破片が多ら完形になるものは温点もなかった。土器の分類は撃　文様や整形技法

によ－＿」て次のように分穎した。

十一＿｝、・．∴∴　一一、ノミ′一1′　　′．．・　　′ノ　　′．、．‥、　‘．′‥　′

本群は撃　表裏二面に施される条痕文を地文とし　日綾部文様帯として徴隆起線文が施されてい

′　　′　　　ノ．　J∵．　、∴　　　′　′ノ　′′・r　　′′．　　　　　　　　　．　．．ノ　　　′　′

文がみられ　口唇部に浅い刺賓が施されている。TP2m高鍋は斜位の微隆起線文で区画した間を撃
じゆうてん

同様の微隆起線文で充壊している。T㌘別は波状日経で　口唇部に平行に微隆起線文が施され撃

′　′　∴　、．了、ノ．∴∴∴ノ∴　′　　　′　　　′　′　　′、，．∴一′　′．　　‾′ノ　　l

区画した間を　同様の手法で充填している。早期後薬学　野島式に比定される土器群である。

第描群土器　薬療文系の土器群である。

第1類土器（第10図TP151～220，）

ロ綾部文様帯に沈線が施される土器群である。第m狙ほお下がりの沈線が施文され撃　口唇部に

は棒状工具による刺窯がみられる。T㌘蟻は縦位の沈線で区画した間に斜位の沈線を充壊してい

る。TP膵は横位の沈線でロ綾部と胴部を区画し　斜校の沈線を充壊している。口唇部には刻み

目が施される。T㌘霊醜横位の沈線で胴部と区画し撃左下がりの沈線を施文する。部分的に横位

の短沈線もみられる。

第2類土器（第10図TP124，11図TPlO4）
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第12図　遺構外出土土器拓影図（3）

口唇部に縄文が施されるものを本類とした。TP124は直線的に立ち上がる口緑部である。TP104

は外反ぎみに立ち上がるロ緑部で，表裏とも条痕文が地文として施されている。

第3類土器（第10図TP123～124，11図）

表裏とも条痕だけを施すものを本類として一括した。口唇部に刻み目，あるいは押圧痕を有す

るものが目立つ。TP123，174，110，241などである。TP275は非常に細かい条線状の条痕が施さ

れている。

第4類（第11図TP258，221）

横位に張り付けた隆帯を有する土器である。TP258は断面三角形の隆帯が付され，胎土に繊維

を含んでいる。TP221は横位に付された隆帯に沿った上下に，角棒状の施文具により連続して刺

突が加えられている。
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第III群土器　縄文を有する土器群である。（第12図TP167～143）

TP167はへラ状の工具で横の方向にナデている。TP128，203はS字状結節文を有する。TP198

は口唇部に刻み目をもち，やや外反している。TP203，205は底部片で平底を呈すると思われる。

TP142は横位に，143は縦位に縄文圧痕が施されている。

第IV群土器　無文土器を一括した。（第12図TP146～119）

TP146，169，215は条痕文を思わせる整形痕を残す土器で，ともに胎土に繊維を含んでいる。

TP237は口唇部に細かい刻み目を有している。TP249は内ソギ状の口緑を呈する土器で，三戸式

に比定されるものである。TP115は胴下半部と思われ，胎土に繊維を含んでいる。

石器（第13図）

石器は極めて少量で，次の3点が出土しただけである。

奥山B　石器一覧表

番 号 器 種 出土地点 全長（cm） 幅（cm ） 厚（cm ） 重量（g ） 石　　 質 備　　 考

Q l 敲　 石 A 3 i2 6 ．4 2．5 2 ．4 56 砂　　 岩

Q 3 砥　 石 A 4 d g 6 ．3 5 ．5 1．0 55 流 紋 岩

Q 2 礫　 器 A 2 j 9 6 ．3 6 ．1 2 ．9 150 砂　　 岩

両

0

両

∩
自
国
〓
日
日
）

⊂二＿＿）

第13図　石器実測図
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第5節　まとめ

当遺跡の全体の四分の一にあたる調査区を芋掘りによるグリット発掘によって慎重に調査を進

めたが撃　遺構鶴　確認することができなかった。遺物は撃　当遺跡の北側に所在する奥山下根遺跡

に近いÅ　区からÅ　区にかけての調査区から縄文土器片が少量出土している。これらの出土遺

物は撃　次章で報告する奥山下根遺跡出土の遺物と同時期の縄文時代早期後葉に属する条痕文系の

土器群が童である。他に縄文時代前期に属する土器片も出土している。石器類は敲石◎砥石砂礫

器が各温点出土している他は学　自然礫が少量出土しただけである。

以上のように撃　当遺跡からは縄文人の生活がうかがえる住居跡や土壌などの遺構を確認するこ

とはできなかった。また少量の土器片が出土しているが9　縄文人の生活行動範囲は獲物を求めて

かな　広い　のと思われるので　近　の特定の遺跡に結びつけて　関係づけることは困難かと思

われる。

当遺跡の周辺には　北方蟻mに奥山下根遺跡　西方測mには奥山C遺跡があ勘　さらに　西

北西方　肋には西原遺跡がある。なお撃　鬼怒川を挟んで対岸の台地上には西下宿遺跡が所在して

いる。このよ　に当遺跡の周辺には　同時期の遺構　遺物が検出されている遺跡がい　つか所在

している。

したがって撃　当遺跡はこれらの遺跡と密接な関連をもちながら存在したものと考えられる。た

だ撃　当遺跡からは住居跡等が検出されていないことから　居住地域としてではなら　縄文人の生

活行動範囲の一地域であったと解釈するのが妥当であると思われる。
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第4章　奥山下根遺跡

第且節　遺跡の概要

当遺跡は9水海道市内守谷町に所在し，奥山迅遺跡の北側150mに位置している。面積は96973

感で9台地部と低地部に分かれている。発掘調査は昭和58年4月から開始し959年3月末日に終

了した。

調査の結鼠縄文時代の土壌37鼠炉穴鼠9基と古墳時代の住居跡2軒を検出した。これらの遺

構は9　ほとんどが台地縁辺部から斜面部にかけて検出された。なかでも9炉穴は台地の端部から

斜面部にかけて比較的多く検出された。また9　2軒の住居跡は9台地の西側に片寄って検出され

た。この2軒の住居跡の位置から推察して撃　古墳時代の遺構は撃遺跡の西側に延びている可能性

も考えられる。遺跡内の出土遺物については，縄文時代早期から前期までのものが主でタ　中期以

降の遺物もごく少量出土している。

低地部は9台地部において古墳時代の住居跡が検出されているので9　古墳時代の木製品等が出

土することも予想されたため9トレンチを三本設定し，調査を実施した。調査は，現地表面から

約2mの深さまで掘り下げたが9　台地部から流入したとみられる縄文時代早期の土器片がごく少

量出土したほかは9遺構◎遺物とも確認できなかった。しかし，トレンチを掘り下げた結鼠低

地部全面に9厚さ10～30cmの粘土層が堆積していることが明らかになった。粘土は9静水の状態

で堆積すると言われていることから考えると撃　もとは9池や沼であったことが推定できる。粘土

層の堆積時期については，明確にすることはできなかった。

第2節　調査経過

4　　月　下旬に9遺跡のエリア確認を茨城県教育委員会，住宅◎都市整備公乳　及び茨城県教

育財団の各担当者立ち合いで実施した。遺跡の現況は普　草木がおい茂り，まったく見通

しがきかない状態であった。

5　　月　上旬に，遺跡の遠景写真を撮影し9　中旬から遺跡内の伐開作業を開始し9下旬に終了

した。

6　　月　3日撃遺跡内において，関係者及び現場作業員参加のもとに，鍬入れ式を挙行した。

翌日から調査区の試掘を開始した。試掘は低地部から台地部への順序で進め9　下旬に終

了した。その結果，低地部には遺構がないことが判明し，調査は台地部（2500m2）を主

に行うことにした。
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第相国・奥山苔根遺跡内地形図
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7　　月　台地部の表土除去作業を9　芋掘りにより進めた。

8　　月　表土除去を進めながら9　出土遺物の取り上げも開始した。多くの土器片9　礫等が出土

した。

9　　月　表土除去作業を継続した。これまでの調査では遺構を碓認することはできなかったが，

上旬になって9　住居跡2軒を確認した。

9月中旬　奥山B遺跡調査のため9　当遺跡の調査を9月中旬から10月末まで，一時中断した。

Ⅲ　月　表土除去作業及び遺物の取り上げを再開した。遺物の取り上げは9　それぞれの位置や

標高等の記録を取りながら収納する方法をとった。

12　月　奥山Å遺跡（昭和59年度調査予定）の試掘を実施するため9　且日から当遺跡の調査を

中断した。

昭和59年

1　月　奥山下根遺跡の調査を再開した。遺構確認の段階にはいり9調査は順調に進むかにみ

えたが，中旬から下旬にかけ大雪が降り，以後の調査は極めて困難をきたした。

2　　月　上旬から9住居跡及び土壌の調査を開始した。前月までに9住居跡2軋　住居跡状の

落ち込み1か軌土壌50数基が確認されていたが9調査を進めていくと9住居跡状の落

ち込みは9　いくつかの炉穴が集中している炉穴群であることが判明した。

3　　月　前月に引き続き各遺構の調査を行い，15日に遺跡の航空写真撮影917日に現地説明会

を実施し，23日に当遺跡のすべての調査を完了した。

第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

第五号住居跡（第16図）

本跡は9奥山下根遺跡の西飢B2b4区を中心に位置しており，西側4mには第2号住居跡が隣

接している。

平面形は隅丸方形であり，規模は4．5mX4．5mである。主軸方向は，N－580－Wを指している。

隅丸方形を呈するものの9北面及び南西のコーナー部は，他のコーナー部と比較すると丸みが少

なく掘り込まれている。

壁高は，南東側が30～35cm9他は14～25cmであり，特に言ヒ西コーナー部あたりが最も浅く14

cmである。壁面は外傾して立ち上がるが，南西部の壁は木の根による撹乱を一部受けている。壁

溝は検出されないが，南東壁から北東壁に沿って溝状の落ち込みが認められる。溝状の落ち込み

は，上幅35～50cm◎下幅23～45◎深さは15～20cmである。ここから遺物の出土はなく，底面はロー

28



臣
－－－一－

C

＼＼＼＼・＿－

第16図　第1号住居跡実測図

29

Pl

昼＿16．0m　　　　　＿虚

′下！一　了
7Il’

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　云



ムで締まっている。

床面はほぼ平坦で，中央部付近，特に炉跡周辺は硬く締まっている。しかし，壁近くは軟弱で

ある。炉は住居跡の中央から西側に寄って位置し，長径1．2m・短径0．85mの楕円形を呈し，床面

を20cmぐらい掘りくぼめた地床炉で，その全面に廃土の堆積がみられる。柱穴は，7か所検出さ

れている。このうちのP2・P4・P5・P7の4か所は，径25cm・深さ15～20cmで，ほぼ同径・同深度

であり，その配置からも主柱穴と考えられる。

覆土は自然堆積で，大きく3層に分けられる01層は黒色土で，以下黒褐色土と続いている。

中間の黒褐色土層にだけ焼土粒子が混入している。

遺物は，縄文土器片と土師器片等が合わせて466点出土している。本跡に伴うと考えられる土師

器は少量で，炉の北側30cmの床面に横転した状態で出土した壷形土器と，炉に近接した床面上か

ら出土した刷毛目整形の土師器片だけである。縄文土器片の出土状況をみると，四方の壁に沿っ

た覆土中から検出されているものが多い0また，土器片の断面も磨滅していることなどから，縄

文土器片は，本跡が埋没する過程で流入したものと考えられる。

出土土器（第17・18図）

出土土器観察表　　　　　　　　　　　（Sト1）

番号 器種 法室（cm） 器 形　 の　特 徴 及　 び　文 様 胎土・焼成・色調 備　 考

P 39

P 40

P l

宣E B （5．7）

B （3．2）

C （7．4）

刷毛目整形が全面に施され，一都に縦方向のへラナデがみ にぷい橙

10％

10％

70％

土師器

ヨ貰
土師器

られる。

内・外面とも雑なヘラケズリである。

砂粒・スコリア
良好

にぷい赤禍
砂粒 ・スコリア

良好

小型壷
A 8．45 口緑部は頸部から直線的に外傾して立ち上がっている。最 明赤福 ・橙

土師器
B 17 ．1 大径を胴部中位に有し，ゆるやかな弧をえがいて，底部に 砂粒・砂礫 （石英）
C 4．7 続いている。平底で，内部に輪積痕が残されている。 軟弱

＼」⊥ジグ
P40

等17回　第1号住居跡出土土器実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l ll1－†　l i
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第18図は，1号住居跡から出土した土器片の拓影図である。TP7・11・6は，斜交沈線による格

子目状の文様が施されている。TP15は，太い沈線により網目状の文様が施されている。TP12は

条痕文が施されている土器で，胎土には繊維を含んでいる。TP6は，5本一組の沈線により文様

が施されている。TP13・9は，斜行する太い沈線文が施されている。TP4も同様であるが，胎

土に繊維を含んでいる。TP2・1・5・3は，条痕文の土器である。TP4983・4985・4986・4987

は土師器片で，住居跡床面から出土し，住居跡が古墳時代のいつ頃のものであるかを判断する上

で，参考になった資料である。これら4点には，刷毛目整形痕が残り，古墳時代前期に属するも

のと思われる。
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第18図　第1号住居跡出土土器拓影図
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一　′　　　‾‘ン　′′　′二　′：

本跡は撃当遺跡の西端に位置し　B蝕2区を中心に確認された住居跡である。第温号住居跡が東

側4王11に隣接している。

一一・j∴い、ノノ　三　∴　′・リ．∴　′、、′、　′、∴∴　一丁／ノ　ー・・Y）とl r一．．工

壁は大変良好な状態で残ってお軋　ほぼ垂直に近い傾斜で立ち上がっている。深さは各壁とも

舶～挽mであるが撃特に南側のコーナー部が最　深鍋飯mである。壁溝は　断続的に検出されて

いる0すなわち　北壁及び西壁の一部にみられ　両壁の東半分からは検出されていない。壁溝の

－　、　・「－・，＼・ニ‘∴．＼一一・・、＼∴、′　圭　：、、′こ　　・′ノ

床面は　傾斜　な　平坦で　全体的に軟らかである。ただ　炉の周辺部だけは硬　締まってい

′、、　ノ、′′　′　ノ　　’・・′　′．一　ノ　′　∴′、．、′　′、了　こ　ノ′・㌔二　言∴　一

いる。床面を挽m前後掘　下げた地床炉で　硬　焼けてお酌覆土中には　多量の廃土及び炭化

′‘／′　、　ノ　ー′、一、′、　′　′ノ　‾ミ′・′　　′：　′ノ　　ノ′、　′′ノ・工．′／、．′ノ

′・、　′ノ′、　′、‘、、ノノ．　′　－′　′、′　　′・　′　′t、ノ　′・、一・′　ノ　′　′　ノ′てl

に傾斜して掘　込まれており　底部が広　なっている。南壁中央部近　に　長軸鮒cm　短牽強短

の長方形のピットがある。貯蔵穴かと思われたが撃深さが蟻淵と浅く撃その位置から考えても貯

′　　　ノ、ノノノ‘、・′′　・‾J′ノ！′　∴　　二つ六′　　　∵一・、　一　　　　　・′．．′、ノ′十

。・・’・′　　Jノ・∴　‾ノ′ノ　′ノ　ノ　　′ノ　′ノ　／り－　ノ′（∴一∴′′∴′′　′　′、∴）、＿

東西方向が2mである。また　覆土中あるいは床面から多　の炭化材が出土し撃特に撃床面から

は㌘確の東軌北壁及び西壁下の3か所で柱に使用されたとみられる炭化材が出土した。このこと

から火災に遭って焼失した住居跡であることがうかがえる。

覆土は自然堆積で撃　4～5層に分けられる。覆土上部は黒色土あるいは黒褐色土が堆積してお

り撃　中央部から下部にかけては暗褐色土が室に堆積している。

遺物は誹錮点出土している。大部分は撃縄文土器片と礫である。本跡の時期判定ができる資料

としては撃炉の南東部の床面から出ました土師器日綾部と撃長方形のピット底面から出土した器

台の脚部の2点だけである。

出土土器（第20e21図）

出　土　土器観察表（第20図）　　　　　　　　（SI一寸）

番号

器種 巨 飢 m）

器　形　 の　特　 徴　及　 び 文　 様

胎臓 色調 i 備 考

T P 35
鉢　　 A （42．の

縄文土器　 B は6 ．3）

頚部のくびれ部から上の部分が欠損している。胴部はゆる にぷい橙のにぷい裾の橙
く内鸞しながら立ち上がる。羽状縄文が縦位に施文されて 砂粒　　　　　　　　　　 15％
いる。 普通

P 6
羞　 B （2・4） 脚部上半部であ畑　 3か所に孔を有している。外面はへラ

ナデで，赤彩痕が残っている。

赤 Oにぷい橙
砂粒 の砂礫 のスコリア　　　 20％
良

32　－－
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第21図　第2号住居跡出土土器拓影図
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第21図は，2号住居跡から出土した土器片の拓影図である。TP45は，横走する3本の沈線とそ

れに直交する1本の沈線が施されている。TP30は，横走する平行沈線文がみられ，器厚は厚い。
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TP34・36・43は，口緑に平行する太めの沈線を施したものである。TP40は，沈線で区画した間

に棒状工具による刺突文が充填されている。TP32は，口唇部に刻みがあり，条痕文を地文とする

土器で，浅く太い沈線が施文されている。TP23は，条痕文だけで，胎土に繊維を含んでいる。TP37

は，無文の土器である。TP27は，平底の底部で，底面には条痕文が残っている。TP4988・4989・

4991・4990は，土師器である。4点とも刷毛目整形痕がよく残り，焼成は良好である。

2　土壌

当遺跡では，37基の土壌が検出されている。土壌の形状等に特徴のみられるものは文章で記述

し，その他のものは一覧表に掲載した。なお，各土壌の遺構番号が連続していないのは，掘り込

み以前に土塀と炉穴の区別が困難であったため，土壌と炉穴を同じ通し番号で調査したためであ

る。

．J上∵∴ゝ

．こ、．、∴－1、ナ・▼

0，摘妻10cm
ト－‥一十－」

第22図　第2号土壌出土土器拓影図

第2号土壌（第26図）

本跡はA2j5区に位置し，36号土壌と重複している。平面

形は，長径0．8m・短径0．92mの楕円形を呈している。長径

方向はN－440－Wで，深さは8cmである。壁は外傾して立

ち上がり，北西側が第36号土壌に切られている。この第36

号土壌の方が，本跡よりも新しい。底面は平坦である。覆

土は自然堆積で，少量の焼土粒子を含有している。遺物は，

縄文土器片が13点出土している。

出土土器（第22図）

TP53は口緑部で，左下がりの太い沈線が施文されている。TP54も同様の沈線が，横位に施さ

れている。

第3号土壌（第26図）

本跡は，A2j5区に位置している。平面形は，長径1．4m・短径1．11mの楕円形を呈している。長

径方向は，N－65。－Eである。深さは最も深い南東部で32cmあり，北西部はやや浅くなっている。

これは底面が傾斜しているためではなく，ローム面が北西方向に傾斜していることによるもので

ある。底面は凹凸がみられるが，艮く締まっている。覆土は自然堆積で，上層中央部に多量の焼

土が堆積している。この焼土は，遺構を確認する段階で検出されていたので，炉穴ではないかと

考えていたが，掘り込みを開始すると焼土が底面からかなり高い位置に堆積していることが判明

し，土壌としてとりあつかった。遺物は，縄文土器片と礫が合わせて17点出土している。

出土土器（第23図）

－35



TP57・58・59・56・55とも，条痕文系の土器である。TP56は，角棒状の工具による刺突文が

施されている。TP55は，非常に細かい条痕文が施されている。
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第19号土壌（第28図）

本跡は，A2j7区を中心に位置している。平面形は，直径約1．1mの円形である。壁は外傾して立

ち上がり，深さは59cmである。当遺跡で検出された土壌の中では，最も深い土塀である。底面は

わずかに凹凸がみられるが，ほぼ平坦である。壁・底面ともロームで，非常に硬く締まっている。

覆土は褐色土が2層に堆積しており，ローム粒子やブロックを含んでいる。遺物は，検出されて

いない。

第24号土壌（第28図）

本跡は，A3jl区を中心に位置している。平面形は，直径1．65mの円形である。壁は，外傾して

立ち上がっている。深さは，浅い部分で14cm，深い部分で30cmである。これは，底面が2段に掘

り込まれているためで，南西側が深くなっており，土器片等はこの部分からの出土が多い。覆土

に焼土粒子や炭化物を含んでいるため，炉穴の可能性もあったが，後に検出された第2炉穴群が

北東1mに隣接しており，底面に炉床も検出されなかったことから土塀と判断した。覆土中の焼

土粒子等は，炉穴群周辺の土砂や焼土粒子が流入したものと考えられる。遺物は，底面や覆土中

から縄文土器片が17点出土している。

出土土器（第24図）

TP296は，口唇部に丸棒状の工具による押圧痕を有している。TP294は，条痕文が施された土

器である。TP293は，沈線文系の土器であるが，いわゆる「沈線文」ではなく，へラ状の工具で

ー36－



削ったような痕跡が残っている。TP295・292は，ともに幅広の沈線文が横位，あるいは斜位に施

されている。

1　　ヽヽ、41

．．、、㌔、工
て二′エゴ職、；．

∴′－
1・1　　．・．‘T

一一J　∴　　∵

TP293　　　TP295　　－∴霊ここ1一
TP292

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　」

第24図　第24号土壌出土土器拓影図

第30号土壌（第29図）

本跡は，A3i2区を中心に位置している。平面形は，長径2．52m・短径1．62mの楕円形を呈して

いる。長径・短径とも当遺跡の土塀では最大級のものである。長径方向は，N－480－Wである。

確認面が東側に傾斜していたため，深さは西側が42cmと深く，東側は32cmと浅い。壁は，外傾し

て立ち上がっている。底面はやや凹凸がみられ，北西部及び南東部の壁下には，不定形の浅い落

ち込みがみられる。覆土は自然堆積で，2～3層に分けられる。覆土上部には，廃土粒子を含む

層がみられる。遺物は，検出されていない。

第34号土壌（第30図）

本跡は，B2C。区を中心に位置している。調査を開始したところ，掘り込みが斜めに深く伸びて

おり，通常の二分割法による調査が困難なため，遺構の南西側を確認面から切断する方法で調査

を実施した。このため，遺構平面の一部は計測できなかった。

開口部の平面形は，長径3・25m・短径1・65mの不整楕円形である。開口部から北西方向に向け

て4mほどは，階段状に徐々に深く掘り込まれており，それより奥はほぼ水平に掘られている。

水平に掘られている部分の底面の深さは，確認面から1．7m前後である。開口部から掘り込まれて

いる部分の断面形は，階段状の部分及び水平部分ともに円形を呈しており，直径は広い所で0．8m，

狭い所で0・4mである。開口部から最奥部までの長さは，7．8mである。覆土は，開口部から流入

して堆積した状況を示しており，黒褐色土が主である。水平に掘られている部分の覆土には，ロー

ム粒子やロームブロックが多量に含まれている層がみられるが，これは上部の壁が落下した時に

混入したものと思われる。遺物は，開口部付近の覆土から縄文土器片と礫等合わせて45点出土し

ている。

出土土器（第25図）

TP312は浅い沈線が不規則に施され胎土に繊維を含んでいる。TP311は，表裏に条痕文が施さ

137－



れ，胎土に繊維を含んでいる。TP310は，3本以上の沈線を横位に施し，上部が円形刺突文で充

填されている。
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土壌出土遺物（第33・34図）

第1号土壌

TP49・50・52・51・48とも，条痕文が施されている土器片である。TP51には，3本の低い隆線が

付されている。

第4号土壌

TP76は，表裏とも条痕文が施されている土器片で，胎土には，繊維が含まれていない。

第7号土域

TP279は，比較的太い沈線が縦位に施文されている。TP278は，表裏とも条痕文がみられる。

TP277は，縄文が施文されている。TP276は，貝殻腹緑文が施文された土器片である。

第15号土堰

TP283は，深鉢形のミニチュア土器で，貝殻腹緑文が不規則に施されている。底部は，尖底を

呈しているものと思われる。

第16号土塀

TP285は，沈線文系の土器片で，比較的広い沈線が斜位に施文されている。沈線の間隔は狭い。

TP284は，縄文が施文されている。

第23号土壌

TP290は，口唇部に棒状工具による浅い押圧痕がみられ，以下胴部にかけて細い縄文が施され

ている。TP291は，条痕文を地文とし，一条の隆帯が横位に付されている。

第32号土塀

TP300・298は，沈線文を有している土器片である。比較的太い沈線が，斜位に施され，左下が

り，右下がりの順で施文されている。TP299は，条痕文を有している土器片で，胎土には繊維を

含んでいる。TP302は，結節文が横位に施文されている。
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』　　　走

第33号土壌

等㌘鋼は　条痕文を有している土器片で　口唇部にキザミ目が付けられている。TP誹は　発

癌文を地文とし撃　角棒状の工具による刺突文が縦位に施されている。T㌘誹は　胴部片で　条痕

文を有している。TP308e309e304は，縄文が施されている土器片である。TP349は，隆帯を貼

り付け，その基部に押引文が施されている。

第35号土壌

TP314は，条痕文が施され，胎土に繊維を含んでいる。

第38号土壌

T㌘3調は　細い沈線が密集して施文されている。TP凱は　沈線と竹管による刺突文が施され
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ている。TP316は，連続刺突文が横位に施され，それが一部で沈線状になっている。

第46号土壌

TP320は，条痕文を地文とし，横位に付く隆帯でロ緑部文様体が区画されている。区画内には，

沈線と円形刺突文が施されている。TP319は，間隔の狭い条痕文が施され，胎土に繊維を含んで

いる。

第48号土埴

TP321・325・324は，条痕文を地文とし，その上に沈線が施されている。TP407には，不規則な

刺突文がみられる。TP323は，表面に縄文が，裏面には条痕文が施文されている。

第52号土堰

TP327は，表裏とも条痕文が施されているが，表面はより鮮明な条痕文である。TP326は，斜

位の沈線が施文され，胎土に繊維を含んでいる。
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豊　壌　…　覧　蔑　①

孟警 位 置 長径方向 平面 形 畏 短径叫 深警km）壁面 底面 覆土鳥 土遺物㌢

S K I　 A 2 主　　 N 一割㌻－W 長楕 円形 1誹 X O．88　　 27　 外傾　傾斜　 N　 封点

S監　 A の　 N …舶0…W 楕円形＝ 潮 X の盤　　 〃　 平坦　 〃　 霊 詣よ蟻 い

S K 3　 A 2 豆5　 N …650…斑 楕 円 形 且e X の温且　 謂　 〃　 凹凸　 ノ溌 あり

S K 魂　 Å2j5　 N …7の0－監　 ガ　 。2 × さ猶　 別　 垂直 傾斜　 ノ雄 ち込みあり

K　　 B2 h　　 N …錮0…W　　 〃　　　 さ鵬X　の鍋　　 錮　 外傾　 平坦　 〃　 廃土粒子を含む

S K 7　　 B 2h－　　 N －73ナ～E　　 ヤ　　 2・3＼「56　　　 34　　 ヤ　 皿状　 ！！　 21点

淵 吊 鵠 年 齢 中 郷 形 e粥X の4　 摘　 垂直 平坦 ノ瑞 粒子を触

§監温2　 C　a 9　 N 欄 0…監　楕　 円　形　 も瞞× ・鮮　　 郡　 外傾　 ガ　　 〃　 焼土粒子を含む

SK 13　　 C 2aや　 N －師　　　 ！！　 1・O x O・75　　　 24　 ！ノ　 傾斜　 〃　 焼土粒子を含む

鵬 日 豊 序淵 尋　 〃＋ 恒 ×且の64　 鼠2　 ノ′　 平坦　 〃　 2眩

■ 題SSl－ 書○○■■■題寡題寡題寡題SSS喜
S K 16　　 B 2g5　　　　　　　 不整円形 1・61×1」6　　 13　 ！！　 リ　 ！！ 13点
8－ 題SSSSSS nSSSS S8m－ SSS○○■題SSSSSS S寡－ － 題寡－寡－m i SS SSS－
8－ ■〇〇〇〇SS■i〇〇〇〇SS■■〇〇〇〇SS■i SS○○S SSmiS SSS爛SS■題SS■題SS■■888888－

淵 日 豊 序 湖　 巨… 形 且の59×温さ思6　 且4　 〃　 ノ′　 ノブ

S K 18　　 A 2 i。　 N…8ナーW　 長楕円形 1」6×0．飢　　 13　　垂直　 ！！　 〃

S K 温9　 悪霊：　　 円　 形 10m ×温・06　 59　 外傾　 〃　 ノノ

蟻 23　 豊昔　　　　 〝　 鼠の55×且の48　 3温　 ノノ　 〝　 〃　 8点

淵 ‖ 鵠 巨繍 －W 楕 円 形 且072×・59　 鉦 傾斜 〃 慧 粒子含む
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土　壌　一　覧　表　②

土壌

番 号
位　　 置 長径方向 平面 形

規　　　　　 模
i壁面

底面 覆土
備　　　　 考

（出土遺物）長径×短径（m）深さ（cm）

S K 25

S K 26

S K 27

S K 28

S K 29

S K 30

S K 31

S K 32

S K 33

S K 34

S K 35

S K 37

S K 38

S K 46

S K 47

S K 48

A 3h 2

A 3 h 2
A 3 i2

A 3 g 3

A 3h 3

A 3h 3

A 3h 3

A 3h 2◎h 3
A 3 i2⑳i3

Å3j2当 3

B 3 a 3

B 3b ，
B 3b 2

B 2a 9◎a。

B2 b 9・b。

B 2C 9◎C。
B2d 9◎d o

B 2 e o

B 2 d 9

B 2 e 9

B 2 a 8
B 2b 8

B 2b 8

A 3 i2

A 3 g 2

A 2 f 8

N …740…W

N …130－W

N －30…E

N －300－E

N －4㌢⊥W

N －320－W

N －14J－E

N …890…W

N －540－W

N －340…W

N －31シーE

N －1。－E

N －89ナーW

N －8作－W

N －720－W

楕　 円　形

円　　　 形

長楕円形

楕　 円　形

〃

長楕 円形

楕　 円　形

〃

不整楕円形

不　 定　 形

楕　 円　形

ノノ

ノノ

長楕円形

楕　 円　形

ノ／

1．38×1．01

1．13×1．03

2．68×1．63

1．17×0．97

1．2人1．0

2．52×1．62

1．51x l．22

1．53×1．31

1．82×1．31

3．25×L 65

1．5×1．25

1．79×1．26

1．39×1．21

1．63×1．07

1．79×1．55

1．49×1．26

39

44

9
～
35

32

29

32
～
42

11
～
45

24

22
～
44

170

34

21

30

45

54

31

外傾

垂直

外傾

ノ／

垂直

外傾

段状

外傾

ノ／

段状

外傾

〃

ノノ

ノ／

〃

ノノ

傾斜

平坦

凹凸

平坦

〃

傾斜

平坦

〃

皿状

傾斜

平坦

〃

〃

ノ／

皿状

平坦

N

ノノ

〃

ノ／

ノノ

ノノ

ノノ

ノ／

ノノ

ノ／

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

〃

土層不明

2点

廃土粒子を含む

7点
廃土粒子を含む

焼土の炭化物を

含む

47点

23点
廃土粒子を含む

45点
地下式堰に類似

6点

2点

9点

14
焼土粒子を含む

焼土粒子を含む

12点
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土　壌　一　覧　表　③

土 壌

番 号
位　　 置 長径方向 平 面 形

規　　　　　 模 l壁面

底面 覆土
備　　　　 考

（出土遺物）長径×短径（m ）恒さ（cm）

S K 49

S K 50

S K 51

S K 52

S K 53

A 2 f 9

A 2 g 8

B 2C 9

B 2d 6

B 2d 8

N －83。…E

N －330…E

楕　 円　 形

円　　　 形

不整円形

円　　　 形

楕　 円　 形

1．56 ×L 32

1．05×1．05

1．7×1．55

1．02×0 ．97

1．67×主34

34

36

31

21

19

外傾

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

平坦

ノ／

ノ／

ノ／

ノ／

N

K

N

ノ／

ノ／

3 点

l
焼土粒子含む

2点

16点

6 点

中央部にくぼみ

あり

：う　炉穴

当遺跡で調査された炉穴は919基である。このうち独立した炉穴は9基で，残る10基は2か所

の炉穴群の中に含まれラ　それぞれ5基の炉穴で構成されている。

第盈炉穴群（第35図）

本跡は9　Å2j5⑳Å2j6◎B2a6の3調査区にかけて確認された炉穴群である。本群には，第40号◎

41号炉穴と第21◎22◎56号炉穴の5基が集中している。遺構確認の段階では，A2j6区に暗褐色土

の落ち込みが認められただけで9　炉穴に伴うような焼土粒子は認められなかった。しかし，調査

を進めていくと第40号炉穴の焼土が検出され，ほとんど同時に9　第21◎22号炉穴が検出された。

さらに争　第40号炉穴を調査中に第41号炉穴が検出され9　第21号炉穴を調査中には，第56号炉穴が

検出された。炉穴群としての平面形は不定形で，北に第40◎41号炉穴，南に第21◎22◎56号炉穴

が構築されている。なお，本稿では9　炉穴の立ち上がり部を炉壁夕　炉穴の底面部を炉穴底面，火

の焚かれたと思われる掘り込み部を炉床と呼称した。

第21号炉穴は，第56号炉穴と重複しており，平面形は長径1．8m・短径1．2mの楕円形であると

推定される。長径方向はN－59O－Wで，炉穴底面までの深さは43cmである。壁は，南側から西側に

かけて残っており，外傾して立ち上がっている。炉床は，北西に寄った位置に検出され，平面形

は75cmX35cmの楕円形で9　深さは5～10cmである。炉床はあまり焼けておらず，軟らかである。

遺物は，出土していない。

第56号炉穴は，第21号炉穴と重複しており，平面形は推定長径1．6m◎同短径0．92mの楕円形を

呈するものと思われる。長径方向は9N－340－Wである。壁は，南側二分の一が残っており，外傾

して立ち上がっている。炉穴底面は，第21号炉穴と重複していることもあり，残っている部分は

少ない。炉穴底面までの深さは45cmである。炉床は，ロームを鍋底状に掘り下げたもので，内部
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には多量の焼土が堆積している。また，炉床は硬く焼けており，長い間使用されたと思われる。

遺物は，出土していない。

第22号炉穴は，第56号炉穴の東に隣接して位置している。本跡の長径は1．6m（推定長），短径

は1．0mである。長径方向は，N－550－Wである。壁は，外傾して立ち上がっている。足場は，ロー

ムで硬く締まっている。炉床は，ロームを鍋底状に約20cm掘り下げたもので，確認面からの深さ

は，65cmである。炉床内部には，焼土の堆積がみられたが，炉床自体はそれほど焼けておらず，

長期間使用されたとは考えられない。遺物は，覆土から7点の縄文土器片が出土している。

第40号炉穴は，本群の北側に位置しており，平面形は長径2．89m e短径1．21mの長楕円形を呈

している。長径方向は，N－650－Wである。本群中では，最大規模の炉穴である。壁は，北側だ

け検出されたが，外傾して立ち上がっている。東西側及び南側は各炉穴共通の炉穴底面とみられ

る平坦部につながっていて，はっきりした壁は検出されなかった。焼土は北西に寄って検出され，

2×0．75mの範囲に堆積している。炉床はロームを30cm掘り下げたもので，ローム面まで赤く焼

けており極めて長期間使用されたことがうかがえる。炉床内部は北西側が最も深く，炉穴底面か

ら40cmあり，南東側ほど浅くなっている。この浅い部分が，炉穴底面として使われたものと考え

られる。遺物は9　出土していない。

第41号炉穴は，第40号炉穴の西側に検出され，平面形は長径1．66m・短径1．13mの楕円形を呈

している。長径方向は，N－800－Wである。壁は，東側を除いて確認でき，急角度で立ち上がっ

ている。焼土は，やや西に寄って検出され，長径0．95m。短径0．75mの範囲内に堆積している。

炉床は，ロームを22cm掘り下げてあり，赤く焼け極めて硬く締まっている。内部はほとんどが焼

土で9　長期間使用された様相を呈している。第40号炉穴が東側に隣接して検出されているが撃　重

婚ト十三刃止、亡、ナ1ブ？lヽ　：書物け要一1トネ＼一二玄関寸Ilト嬰巨一心ヾ4「≒山Ilトl rrlヽZ
l…又VCトロノしヽしハノ’ノ　ペ　レ’⊂入　∨　‾0　．人且．l‘／J Ychlう乙＿」＿一ノー／1＋．一ノ押旭ノ＼　⊥u口‾ノl　ノー／【「【ノTTヽし⊥」⊥　し／　＼－　Y‘－．凸ノ　〇

本炉穴群は，以上のように北側に2基9　南側に3基の炉穴が単独あるいは重複して検出されて

いる。この北側と南側の二つのグループ間には，2nlX3mぐらいの炉穴のない部分があり，こ

こは，ロームあるいは焼土粒子等の混入した褐色土が硬く締って堆積しており，各炉穴に共通の

炉穴底面として使われたものと考えられる。各炉穴の新旧関係は明確ではないが9　出土遺物等か

らみて南側の3基が北側の2基よりもやや新しいと考えられる。

第1炉穴群出土土器（第36e37e38e39図）

出　土土器観察表 （第1炉穴群）

番 号 器 種 法 室 （cm ） 器　 形　 の　 特 徴　 及　 び　 文　 様 胎 土 。焼 成 ◎色調 備　 考

P 4 1
深 鉢

縄 文 土 器
B （18 ．3 ）

胴 部 の 屈 曲部 に隆帯 を付 し， ロ綾 部文 様帯 を区画 してい にぷい赤褐 ・褐 灰
20 ％る 。ゆ る く外反 す るロ緑部 には，刺 突文 と沈線文 が施文 さ 砂粒 。長石

れ， 口唇部 には刻 み 目が 見 られ る。 普通
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第36図　第1炉穴群出土土器実測図

第37・38・39図は，第1炉穴

群から出土した土器片の拓影図

である。TP79は，斜行沈線文が

施され器厚は非常に厚い。TP91

は，沈線で幾何学的な文様を区

画し，区画内には沈線が充填さ

れている。TP473は，横走する

沈線文だけで構成されている。

TP92は，シャープで太い沈線が

斜位に施されている。TP64・

77・60は，屈曲部に断面三角形

の隆帯を付し，胴部と口緑部を

区画した条痕文系の土器で，沈

線文と円形刺突文で文様帯がう

められている。隆帯の］真部には

キザミ目が入っている。TP82

は，横位及び縦位の隆帯で文様

帯を区画し，間に角ぼった施文

具による連続した刺突文が充填

110cm　されている。TP83は，擦痕文を

施した後に連続した角形の刺突

文を付している。TP86は，内ソ

ギ状口緑の土器で，ロ緑部文様帯と胴部を横位の隆帯で区画している。文様帯内部は，円形刺突

文を中心にして放射状に角形の連続刺突文が施文されている。TP81は，口緑部文様帯に半裁竹管

による円形の沈線文と角棒状の工具による縦位の刺突文が施文されている。口唇部は平縁で，キ

ザミ目が入っている。TP94は，口唇部にキザミ目があり，横位の微隆起線で口緑部無文帯と胴部

が区画されている。微隆起線の下部には，斜位の沈線が施文されている。TP85は，器面調整時の

擦痕文のみられる土器で，口唇部にキザミ目を有している。TP72は，条痕文だけの土器で，口唇

部に棒状工貝の押圧痕が施されている。TP93は貝殻背圧痕文が2か所に施されている。TP75・

62・65は，条痕文が施され，横位の隆帯を付している。TP62・65の隆帯には，丸棒状の工具によ

る押圧痕が施文されている。3点とも胎土に繊維を含んでいる。TP67・69・68は条痕文だけがみ

られる土器片である。条痕の方向は不規則で，斜位に施されるものが多い。胎土には，繊維を含

－53
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第37図　第1炉穴群出土土器拓影図（1）
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第38図　第1炉穴群出土土器拓影図（2）
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第39図　第1炉穴群出土土器拓影図（3）



んでいる。

第22号炉穴出土土器（第40図）

TP70は，条痕文が施文されている口緑部片で，口唇部外側に連続した棒状工具の押圧が施され

ている。胎土には，繊維を含んでいる。TP287も条痕文が施されているが，TP70よりも間隔が密

である。

第41号炉穴出土土器（第40図）

TP317は，横位及び斜位の沈線文が施されている。

一．－一へ

♂
0　　　　　　　　　　　　　10cm

TPm L＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿」

第40図　第22・41号炉穴出土土器拓影図（謂7昔葺欝穴）

第2炉穴群（第41図）

本群はA3hl・A3i，区を中心に確認された炉穴群である。第42・43・44・57・58号炉穴の5基で

本群を構成している。本群も第1炉穴群と同じように，各炉穴が北側と南側に分かれて位置して

おり，北側には第44・57・58号炉穴が，南側には第42・43号炉穴が構築され全体の形状は，南北

に長い不定形である。

第42号炉穴は，第43号炉穴と重複しており，第43号炉穴に本跡の一部が切られている。平面形

は，長径2．75m・短径1．34mの長楕円形を呈していたものと考えられる。長径方向は，N－68。－E

である。壁は，東側と西側の一部が残っており，両壁とも外傾して立ち上がっている。炉穴底面

は，焼土粒子を少量含んだロームで，硬く締まっている。確認面から炉穴底面までの深さは30cm

である。焼土は，西側に寄って検出され，焼土の下が掘り込まれて炉床がつくられている。本跡

の炉床は，掘り込みが非常に深い点と，掘り込み内に炉床と思われる層が2層検出された点が他

の炉穴ではみられない特徴である。炉床の掘り込みは，炉穴底面から90cmの深さまで掘り込まれ

ており，これは他の炉穴と比べて2～3倍も深いものである。比較的深い第57号炉穴でも55cmで

あり，本跡は57号より35cmも深いことがわかる。これほどの深さを有していると，日常の煮たき

をする場としては極めて不便であったと思われ，他に特別な用途があったのではないかと考えら

ー571



第41図　第2炉穴群実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　一＿　＿　　＿＿　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　－
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れる。しかし，何のために，あるいはどのように使用されたかは，不明である。2層の炉床は，

炉穴底面から85cmと55cmの深さの部分に検出されている。より深い下部の炉床は，ロームが赤褐

色に変色し硬く焼けている。周囲のロームも熱を受けて褐色に変色してくずれやすくなっており，

かなり頻繁に使われたことがうかがえる。上部の炉床は，下部の炉床よりさらに硬く締まってお

り，より長期間使用されたものと考えられる。上部の炉床の覆土からは，条痕文系の土器片が10

点以上出土している。

第43号炉穴は，西側に隣接する42号炉穴を切って作られている。平面形は，長径2．47m・短径

1・22mの長楕円形を呈している。長径方向は，N－31e－Eを指している。壁は，外傾して立ち上

がっている。炉穴底面は，ゆるい凹凸がみられ，確認面からの深さは35cmあり硬く締まっている。

焼土は，南西に寄って検出され，1・05mxO．65mの範囲で炉床の掘り込み部に堆積している。炉

床はロームを皿状に35cm掘り込んで作られている。炉床全面は熱を受けて硬く締まり，第42号炉

穴と同様，極めて良好な状態で残っていたもののひとつである。覆土中から条痕文系，沈線文系

の縄文土器片が出土している。

第44号炉穴は，本群の北側に確認され第57・58号炉穴と重複している。壁は，北側及び東側の

一部しか残っておらず，平面形は明確でないが，楕円形を呈していたものと思われる。炉穴底面

は，炉床部に向けて徐々に深くなり，確認面からの深さは31cmである。焼土は，北東に寄って検

出され，この部分が炉床である。炉床は，炉穴底面からさらに30cm掘り下げられており，断面形

は鍋底状を呈している。ところで，本跡は二つの炉穴と重複しているわけであるが，それぞれの

炉穴底面のレベルをみるとほぼ同じで，14・9m前後である。また，第57・58号炉穴の炉床と本跡の

L　　　　ト一一一　」

第42図　第2炉穴群出土土器実測図

一59－

炉床は重複していない。このように重複して

いるとはいってもそれは炉穴底画とみられる

部分だけであり，炉床部が重複していない点

などから，同時に使用された可能性も考えら

れる。遺物は出土していない。

第57号炉穴は，第44号炉穴と第58号炉穴の

間に確認された。壁は，北西側の一部が残っ

ているだけで，他は，重複のため残っていな

い。平面形や規模なども，計測不可能である。

炉穴底面は，かなり凹凸がみられ，確認面か

ら足場までの深さは35cmである。炉床は，北

壁直下から掘り込まれ，足場からの深さは，

55cmと比較的深いものである。内部には，焼
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第43図　第2炉穴群出土土器拓影図

土が堆積しており，3層に分けられる。中央の焼土層は，特に硬く締まっている。なお，焼土層

の一部が北壁までのびているので，北壁側に煙道が取りつけられた可能性が考えられるが，形状

を検出することはできなかった。遺物は，炉床内部から縄文土器片が4点出土している。

第58号炉穴は，第57号炉穴の南西に重複して確認された。新旧関係は，断面図がとれなかった

ため明確にできないが，第58号炉穴の焼土が第57号炉穴の炉穴底面に堆積していたことから，本

跡のほうが新しいと思われる。平面形は楕円形を呈していたことが推定されるが，東側の壁が残っ

60
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ように推定ではあるが撃　北から南に向け　順に拡大されて本群が形成されたものと考えられる。

第2炉穴群出土土器（第42043図）

出　土土器観察表（第42図）　　　　　　（第2炉穴群）

番 号 器種 法宣 五m） 器　 形　 の　 特 徴　 及　 び 文　 様 胎土e焼成 。色調 備　 考

T P l lO
深鉢 A （2 5．0） 胴部は直線的に立ち上が仇 口唇部でわずかに外反してい にぷい橙

鼠5％縄文土器 B （1 6．の る。口唇部に押圧痕 を有する。内外面とも条痕文が施文さ 砂粒 のスコリア
れている。胎土に繊維を含んでいる。 良好

第墟図は　第炉穴群から出土した土器片の拓影図である。T㌘邦は　太さの違う　種類の横達

ノ．！1・・ノG′∴‾一′　　一　F　．′！ノノ・ノ1ヘノノ　／＼∴　ノ．・∴　　・・′、′二．∴・～ノ．　ノ、／言、こ仁′′′′′

′／上中‾　ぺ・．、！　′「′′こ、ノ・1ノ＼　　♪・・．う′十冥／待、品　′、　′′　　∴′′．、‥・＿′′、ノ日工生ノ、・

り　ロ唇部には　棒状工具による圧痕が施されている。T㌘油は撃　整形痕が残るだけの無文の土

器である。TP378は，［］唇部が平坦に削られ，角棒状工具による深めの刺突文が回っている。TP390

は，横位に付けた隆帯の頂部にキザミ目が入っている。TP388e387e379e3830380e384e386e

灘は　条痕文を施した土器片である。発癌文の方向は撃　横位撃　縦位　斜位撃　とさまざまであ娠

61



規則性はみられない。

第42号炉穴出土土器（第44・45図）

出土土器朝日察表（第44図）　　　　　　（42号炉穴）

番号 器種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特 徴 及　 び 文 様 胎土 ・焼成・色調 備　 考

T P 66
深鉢 A （29．2） 胴部は直線的に立ち上が り，ゆるく外反しながら口緑部に にぷい橙・褐灰・にぷい褐

25％縄文土器 B （26．9） いたる。口唇部は角頭状を呈し，刻み目を有 している。内 砂粒
外面に条痕文が施されている。 やや軟弱

TP66

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　　！

第44図　第42号炉穴出土土器実測図

h
＝
＝
＝
〃
〃
晰丁

第45図は，42号炉穴から出土した土

器片の拓影図である。TP375は，細い

条痕文が施され，胎土には，繊維を含

んでいる。TP373も，同様の条痕文が

施文されている。TP374・381もまた条

痕文がみられるが，胎土には繊維を含

んでいない。

第43号炉穴出土土器（第47図）

TP395は，沈線で幾何学的な文様に

区画され，その内部には，沈線が充填

されている。TP391にも同様の文様が

みられ，TP395と同一個体の可能性が

考えられる。TP404は，太く浅い沈線

が横位に施されている。TP400・401・

398・394・406・396は表裏に条痕文が

白
日
日
日
＝
霊T

第45図　第42号炉穴出土土器拓影図

施されている。TP400・396は，細い条痕文であるが，TP401・398の表面，TP394の表面は，比

較的太い条痕文が施されている。TP409は，条痕文を地文とし，斜位の沈線が施されている。口

162－
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第46図　第57号炉穴出土

土器拓影図
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唇部はへラで削ったような平緑であり，胎土に繊維を含んでいる。

TP399は，緩やかに外反する口縁部で，その先端に折り返し状の

隆帯が付され，隆帯とその下部に縄文が施文されている。

第57号炉穴出土土器（第46図）

TP370は，沈線による格子目文が施文されている。

∩
＝
＝
H
H
U 11′主！1．：ユJ・・J
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第47図　第43号炉穴出土土器拓影図

第8号炉穴（第50図）

本跡は，B2i7区を中心に位置している。平面形は，長径1．55

l　　　＿」　　　　」

第48図　第8号炉穴出土
土器拓影図

残存状況は良好である。遺物は，

m・短径1．32mの楕円形を呈している。長径方向は，N－150－E

である。壁は，外傾して立ち上がり，炉穴底面までの深さは25

cmである。炉穴底面から炉床の掘り込みにかけては，緩やかに

傾斜している。焼土は，直径85cm前後の不整円形に堆積してお

り，中央部で20cmの厚さがある。6K層が炉床部と思われ，大部

分が焼土ブロックと焼土粒子である。周囲も硬く焼けており，

条痕文系の土器片を主に14点出土している。
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出土土器（第48図）

TP280は，条痕文が施されている土器片で，口唇部直下に浅い円形刺突文を有している。

第9号炉穴（第50図）

本跡は，B2i8区を中心に位置している。平面形は，長径1．73m・短径1．54mの楕円形を呈してい

る。長径方向は，N－700－Eである。壁は，外傾して立ち上がるが，東側はやや緩やかである。

炉穴底面は炉床に向かって緩く傾斜しており，確認面からの深さは40～50cmである。炉床は，や

や東寄りの位置に確認され，直径70cmの円形に掘り込まれており，炉穴底面からの深さは10cmで

ある。炉床の表面はそれほど硬くなく，長期間使用された炉穴ではないと考えられる。煙道は，

確認できなかったが，東側の壁近くから焼土が検出されたことや，同壁の傾斜が弱いことなどか

ら，東側に設けられていたものと推定される。遺物は条痕文系の土器片を中心として，28点出土

している。

出土土器（第49図）

TP281は，条痕文が施されている胴部片で，表面は主に縦位に施文されている。TP282は，縄

文が施されている。

第11号炉穴（第50図）

本跡は，C2a8区に位置している。平面形は，長径2．03m・短径1．72mの楕円形を呈している。

長径方向は，N－330－Wである。壁は，外傾して立ち上がるが，東側は垂直である。炉穴底面は，

南東側が最も深くなり，北西側は階段状に浅くなっている。最も深い部分で，確認面から20cmで

ある。炉床は，平面プランと比較すると小規模で，40cmX32cmの楕円形に掘り込まれ，炉穴底面

からの深さは7cmである。炉床はそれほど焼けておらず，掘り込みも浅いものであることから，

長期間使用された炉穴ではないと思われる。煙道に関しては，北西壁側の覆土の状態と，炉穴底

面が北西壁に近づくほど浅くなることから，北西壁付近に作られていたことがうかがえる。遺物
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は，縄文土器片と礫が合わせて4点出土している。

第14号炉穴（第50図）

本跡は，C2a9区に位置している。平面形は，長径1．34m・短径1．04mの楕円形を呈している。

長径方向は，N－85。－Wである。壁は，外傾して立ち上がるが，東側の壁は他の壁よりも急角度

に立ち上っている。炉穴底面は，平坦で締まりがなく，軟らかである。確認面から炉穴底面までの

深さは15cmである。焼土は，長径70cm・短径35cmの楕円形の範囲に検出されている。焼土の厚さ

は，1～2cmである。炉床は，焼土層の下から検出され，平面形は，焼土の堆積範囲と同様で長径70cm・

短径35cmの楕円形である。炉床は，皿状に掘り込まれているが，深さは8cmと浅いものである。

この炉床は，締まりもなく，また，熱を受け赤色に変化した焼土層も認められないことから，使

用された期間は短い間であったと考えられる。遺物は，出土していない。

第20号炉穴（第50図）

本跡は，B2a8区を中心に位置している。平面形は，長径1．89m・短径1．39mの楕円形を呈して

いる。長径方向は，N－820－Wである。壁は，外傾して立ち上がるが，西側はロームと覆土の境

がはっきりせず，掘り過ぎたきらいもある。炉穴底面は東に向って緩く傾斜し，確認面からの深

さは27cmである。焼土は，極端に西に寄った位置に検出され，直径50cm前後の円形の範囲に堆積

していた。炉床は，皿状に20cm掘り下げて作られている。内部には，廃土粒子や焼土ブロックが

多量に堆積しており，よく利用された炉穴かと思われたが，炉床は軟らかく，それほど焼けた形

跡も認められなかった。遺物は，条痕文系の土器片を中心に，14点出土している。

〃
か
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出土土器（第51図）

TP286は，底部に近い胴部片で，縦位の条痕文が施文

されている。

第36号炉穴（第53図）

TP286　　　本跡は，A2jS区に位置し，第2号土塀と重複している。

0　　　　　　　　　10cm　　平面形は，長径1．03m・短径0．69mの楕円形を呈してい
」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

第51図　第20号炉穴出土土器拓影図
る。長径方向は，N－75。－Wである。壁は外傾して立ち

上がり，炉穴底面は平坦であり，確認面からの深さは15

cmである。炉床は東に寄って検出され，皿状に6cm掘り込んで作られている。掘り込みは浅いが，

内部は極めて硬く焼けており，炉床周辺のロームまで赤褐色に変化しているのが確認できた。当

遺跡で検出された炉穴の中では，規模の小さいものであるが，良好な遺存状態を保っていた遺構′
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である。なお，第2号土壌と重複しており，本跡のプランが土壌底面を切っていることから，本

跡の方が新しいことがわかる。しかし，遺構確認の段階では，本跡の落ち込みは認められず，第

2号土壌の調査を進めているうちに検出されたものである。通常，重複している場合は，新しい

遺構の方が確認しやすいのであるが，本跡に関しては逆であった。遺物は，出土していない。

第39号炉穴（第53図）

本跡は，B2b7区を中心に位置している。平面形は，長径1．79m・短径1．29mの楕円形を呈して

いる。長径方向は，N－65。－Wである。壁は，全体的に外傾して立ち上がるが，東側の壁は西側

より急角度で立ち上がっている。炉穴底面は，全体的に軟らかである。炉穴底面には，焼土粒子

が全面に認められた。確認面から炉穴底面までの深さは25cmである。炉床は，北西側に寄って検

出され，炉床は，直径40cmの円形に掘り込まれ，断面は，鍋底状を呈している。内部には，焼土

粒子及び焼土ブロックを，多量に含む褐色土が堆積していたが，炉床はそれほど焼けた状態では

なかった。なお，炉床の深さは，炉穴底面から15cmである。遺物は，覆土から縄文土器片11点が出土

している。

第45号炉穴（第53図）

本跡は，第2炉穴群の東側，A3il区を中心に位置している。平面形は，長径2．3m・短径1．19m

の長楕円形を呈している。長径方向は，N－150－Wであり，西側に隣接する第2炉穴群とほぼ平

行して確認された。壁は，外傾して立ち上がるが，東側の壁は直立ぎみに立ち上がっている。西

側の壁は明確でなく，第2炉穴群の壁と重複するかと思われたが，最終的には，単独の炉穴とし

てとらえることができた。炉穴底面はロームからなり，平坦で，硬く締まっている。確認面から

の深さは30cmである。炉床は，炉穴底面から長径45cm・短径35cmの楕円形に掘り込まれ，深さは

40cmである。炉床内部は焼土等が3層に堆積しており，特に，1層目にあたる6K層は，極めて硬

く締まっている。また，炉床周辺のロームが赤褐色に変化しているのが確認でき，本跡が長期間

TP397　ト　　一一十－　一一」

第52図　第45号炉穴出土土器拓影図
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使用された遺構である

ことがうかがえる。遺

物は，覆土から縄文土

器片が11点出土してい

る。

出土土器（第52図）

TP397は表裏とも条

痕文を有する土器片で
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炉　栗　翰掛　冤　褒　①

志警 位 置 長径方向 平面形 長 短径中 等km）壁面 底面 覆土鳥 土遺物㌢

S椚 日 豊 つ 腑 駐 中 … 形 1・55×1・32　 25　 外傾 皿状 N 宗霊は良好

S K 9　 雲昔　 N－700－E　 〃 1873×1・54　 窯　 〃 平坦 〃 28点

14
S K ll C2a8 N －33㌧一一W 〃 2・03×1・72　　　 ～　　垂直　傾斜　 〃　　4点

20

S K 14　　 C 2a9　　 N－85ウーW　　 ！！　 1．34X l．04　　 15　　外傾　平

淵 楼 霊 再 －820－W　 ノノ　 鼠089×温・39　 27　 ノノ　傾斜　 〃　 融

淵 日 豊 序珊 す 湘 形） 鉦8）×（1・2） 43　 ノ　 平坦 ノ満 票 複

S K22　 B 2b6　 N －550…W （楕円形瑠 ㌶差 0　 舶　 〃　 ノ　 〃　 謡 炉穴群

S K 36　 Å2j5　 N …750－W 楕　円　形 1．03×0．69　　 鼠5　　 〃　 ノ／　 〃　 S K 2 を切って
いる

S K 3可　 ㌫ 巨棚 尋　 〃F　 恒 ×1・29　 25　 〃　 〃　 ノ′ 11点

■S S喜［I　im〃寡題■■S S S 喜SK4可　 豊 巨棚 －W 長楕円形 2・89×1・21 50　 〃　 ノノ　 〃　第豚穴群

■S S 題喜－ ■■ 題寡題寡〃寡l
4点

S K 41　 B 2a 5 N －8．00－W　楕　 円　 形 1．66×1．13　　　 47　　 ノ／　 〃 〃 炉床は良好
第2炉穴群

s K 42　 豊雲誓： N －680－E 長 楕 円形 2・75×1・34　 3 日 …　 ノ誹 監 良好

第2炉穴群

S K 43　 A 3 il　 N …310－E　　 〃　　 2・47×L 22　　 35　　 〃　　 ノ／　 〃　 第2炉穴群

S K 44　 A 3h l （N －80－E川 楕 円形） 不明　　 31 〝　 〃　 ノ′　 孟宗 憲 複

S K 45　 芸昔　 N －150…W 長楕 円形 2・3×1・19　 30　 垂直　 〃　 〃　 鵬

S K 55　 雲㍑ 恒 600…W 楕 円 形 1・71×1・59　 7　 外傾 ノつ 〃 漂 禁 のカクラ
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炉　穴　一　覧　表　②

土壌

番　号
位　　 置 長径方向 平 面形

規　　　　　 模
i壁画

底面 覆土
備　　　　 考

（出土遺物）長径×短径（m ）深さ（cm）

S K 56

S K 57

S K 58

B 2 b 6

A 3 h I

A 3 h l

N …3姫⊥W

（N －33当齢

N －900

（楕円形）

（楕円形）

（楕円形）

（1．6）×（0．92）

不明

（L 7）×1．07

45

35

35
～
40

外傾

〃

ノ／

皿状

平坦

傾斜

N

〃

〃

S K 21と重複

第1炉穴群

第2炉穴群

第2炉穴群

4　遺構に伴わない出土遺物

（1）土器類について

当遺跡からはラ　縄文式土器及び土師式土器が出土している。これらの遺物のうち撃　実測できた

ものは観察表で説明し，拓本だけのものは文様等から次のように分類した。

出　土　土器観察表

番号 器種 法量（cm ） 器　 形　 の　特　徴　 及　 び　文　様 胎上・焼成・色調 備　 考

P 38

P 36

P 21

P 37

P 5

㌘12

P ll

P 15

P 3

P 13

深鉢 A （30 ．3） 平緑の深鉢形土器で，目線部はゆるく内反して立ち上が
橙

砂粒 e 砂礫

普通

B 3 a l・b l

縄文土器 B （11 ．日

B （15．5）

A （24 。5）

る。連続刺突文，沈線文が施文されている。 日綾部40％

深鉢

縄文土器

直線的に立ち上がる胴部で，横位及び弧状の隆帯を付し， 明赤褐 B 3 b l

35％
隆帯の上下や隆替上に刺突文，押圧痕文が施文されてい 砂礫

る。 良好

深鉢 把手を有する口綾部で，把手部の先端に押圧と刺突が交互 にぷい橙

スコリアの砂粒
良好

B 3 a l

縄文土器 B （5 ．0） に施され，胎土には金雲母が含まれている。 5 ％

深鉢

縄文土器

A （24 ．7）

B （23 ．6）

胴部は直線的に立ち上がり，口唇部近くでわずかに内攣し にぷい橙 B 3 a l鋒b l躊b 2

20％
たあと，外反する。横位の蛇行沈線，連続刺突文ラ屈曲す 砂粒 ・礫
る隆帯が施きれている。 普通

一＝王ご宝E
A （11 ．の

B 19 ．7

C 7．0

底部は平底で，胴部は器壁を薄くしながら内鸞ぎみに立ち

上がる。胴部最大径は，中位やや下部にある。目線都は外
橙 O にぷい橙

砂粒 e砂礫

やや軟弱

Å2 j 7

土師器 反して開いている。外部は刷毛目整形，胴部内面はへラケ

ズリ。
50％

ーニ土ニ・宣E

土師器

A 8．2

B （13．2）

胴部は内攣ぎみに立ち上がって頚部に至り沃 綾部は直線 にぷい樽 。橙 Å2 j 7

20％
約に立ち上がっている。口唇都は横ナデ9　日綾部外面は刷 砂粒の砂郷
毛目整形。 軟弱

＝士ご雲貰

土師器

Å15 ．0

B （15．8）

ロ緑都はゆるく外反しながら立ち上がる。胴部は頸部から 明赤褐 O にぷい橙 A 2 j 7

20％
大きく張り出している。口唇部は横ナデ。［コ緑部内外面は 砂粒 e砂礫

刷毛目整形。胴部はへラナデ。 軟弱

一二土ご雲芝 B （15 J ） 底部は平底で，胴部は内鸞ぎみに，弧状に立ち上がる。外 橙。明赤褐

砂粒 の砂礫
軟弱

A 2 j 7

土師器 C 8 ．5 面は，へラケズリ後縦方向のへラナデ。内面ぽへラケズリ。 20％

二土ご雲芝 A 15．7 日経部片である。口綾部は外反して立ち上がる。口唇部は
にぷい橙 e 橙

砂粒 ・砂礫 （石英）

普通

B 2 b 6

土師器 B （7．2） 横ナデ。外面はへラミガキ。内面はへラケズリ。 目線部80％

二士ご雪ぎ Å8．4 直線的に立ち上がるロ綾部で，外面は縦方向のヘラナデ， にぷい橙も橙

砂粒
軟弱

Å2 j 7

土師器 B （6 ．2） 内面は横方向のへラケズリ。 口綾部30％
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第54図　遺構外出土土器実測図（1）



番号 器種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特 徴 及　 び 文 様 胎土・焼成 ・色調 備　 考

P 29

P 19

P 9

P 14

P 2

P 8

P 4

P 7

P lO

P 4 8

P 4 7

底部 B （5 ．0） わずかな上げ底を呈する底部である。胴部は内鸞ぎみに外 黒褐 ・にぷい灰

砂粒 ・スコリア
普通

C 2 a 6

土師器 C 6．1 上方へ立ち上がる。内外面 ともヘラケズリ。 底部のみ

底部 B （3 ．0） せん害底の底部片である。中央部には焼成以前に開けられた穿
にぷい橙

砂粒 ・スコリア

良好

C 2a 6

土師器 C （6 ．6） 孔を有している。内外面ともヘラケズ リ。 底部のみ

底部 B （3．5） 平底の底部片である。胴部は内管ぎみに外上方へ立ち上が 明赤禍 ・にぷい褐
砂粒 ・砂礫 （石英）

やや軟弱

A 2 j ，
土師器 C 5 ．8 る。内外面 ともヘラケズリ。

小型壷 A 4 ．75 ロ綾部は内禦 ぎみに立ち上がる。頸部に輪棟痕を残す。内
にぷい橙

砂粒 ・砂礫

軟弱

A 2 j l

土師器 B （6．2） 外面ともヘラケズリ。 10％

小型 壷

土師器

B （6．8）

C 3．8

底部は平底を呈 し，胴部は内禦ぎみに立ち上が り，胴部最 赤禍 ・浅黄橙
B 2 b 6

60％
大径は，中位にある。内面横ナデ，外面へラナデ。外面及 砂粒

び口綾部内面は赤彩されている。 軟弱

小型壷 B （5 ．7） 底部は平底 を呈 し，胴部は内題ぎみに大 きく外方に立ち上
橙

砂粒 ・砂礫

やや軟弱

A 2 i 7 ・J 7

土師器 C 5 ．5 がる。外面へラミガキ。内面へラナデ。 20％

器 台 受部径 6．8 受部は内攣 ぎみに大きく外方に立ち上がる。外面はヘラケ
赤 ・明赤福

砂粒 ・砂礫

やや軟弱

B 2 b l

土師器 B （2．5） ズ リ。内面はヘラナデ。 受 部90％

器台
B （2．3） 器台の脚部片で，外反 ぎみに下方へ開 く。3 孔を有してい

赤 ・褐灰

砂粒

やや軟弱

B 2 e 7

土師器 る。外面は，斜位の刷毛目整形。内面へラナデ。 10％

手捏土器 B （2．5） 手捏土器の底部片である。底部は上げ底状を呈している。 にぷい橙 ・橙
砂粒

普通

B 2 C 6

縄文土器 C 3 ．4 雑な条痕文が施文され，胎土に繊維を含んでいる。 底部 のみ

底部
B （5 ．7）

B （2 ．7）

平底。内外面 ともへラケズ リ整形である。胎土に繊維を含 明赤褐色
B 2 e 8

A 2 j ，

縄文土器

底 部

縄文土 器

む。

平底。内外面ともヘラケズリ整形である。

繊維含む

にぷい橙色
砂粒

！

．

1

＼＼Lkク＼、」＝二二ク
P9

し身
第55図　遺構外出土土器実測図（2）
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番号　　 器種　　 法量（cm）　　　　 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土。焼成e色調　　　 備　考

競 い橙色　　　 Aの 1㌘43 縄豊 訂 組 鋸　 は霊 漂 芯 豊 禦 警 へラケズリ整形である0

㌘44 縄霊讐器 B （2潮　 平底。外面はへラげ 整形で普胎土に継 を触 浣 藩褐色　　　 Å2航

㌘45 縄禁票器 B 鉦7） 禁 譜 ㌘ ともへラケズリ整形で滝 部軸 部が厚く 蒜農場 色　　　 B 2若。

㌘46 縄票票器 腑 e2） 平底。内楠 とも雑な仕上げである。 蒜 い橙色　　 窯 ：

蒜蒜い赤褐色　　　 Å3h l
㌘42 耗票票器 酎2・8） 票 内外面ともへラケズリ整形で胤 磯 を含んで

㌘35 縄禁票器 B （8・8） 尖底。外面はへラケズリ整形であ。普器厚は極めて薄い。 霊孟　　　　 第豚 穴群

㌘50 縄票讐器 B （7・鼠） 尖底0縦方向のへラケズリ整形がみられる。 豊 灰色　　　　 c a 8

㌘5　 織豊 器 B 沌潮　 禁 縦方向の条痕文がみられ争先端はやや丸みをおびて 霊霊色　　　　 B 2 i6

㌘且7 縄票警普 選（6・9） 尖底0 外面はへラケズリ整形で9先端は鋭柵 である。 遠 い貴橙色　　　 B 2翫

㌘5　 縄票 器 約 の　 尖底。外面はへラケズリ整形である。 蒜蒜漂 孟　　　 B 2h 9

㌘且6 線禁讐器 B （7・温） 尖底0 内桶 とも釦 のへラケズリ整形である。 蒜蒜い軌　　　 B 2b2

㌘2　 織豊 器 約 の　 尖底0 縦方向のへラケズリ整形で9器厚は薄い。 孟宗い橙色　　　 B 2翫

㌘53 縄禁票器 B （7・且） 羞讐：内外画ともへラケズリ整形で普先端の器厚は非常に 蒜震う禁忌　　　 B 2 j6

㌘2　 織豊 器 酎抽　 尖底0内外薗ともへラケズリ整形で譲端は鋭柵 である。孟宗い橙色　　　 B 2C5

㌘34 縄禁讐器 B 錮 ） は 監 禁 鵠 ㌘ ケズリ整形で諸 厚は厚く9先端は 孟宗欄 色　　　 B 2C8

㌘24 縄票 器 B （687） 尖底。内外面ともへラケズリ整形で譲端は鋭角的である。 蒜完い橙色　　　 B 2d 9

㌘56 縄票票器 約 0） 禁 ；こ霊 宝監 禁 竃∴部に指紋が残ってし）る0 霊雷管舶　　　 Å2 i6

㌘31 縄禁讐器 B （50の　 禁 譜 外面ともへラケズリ整形で瀾 ま極めて鋭舶 孟宗い橙色　　　 第1炉穴群

㌘25 縄票票器 約 7） 尖底0外面はへラケズリ整形でタ先端は角ぼってしユる。 孟宗い橙色　　　 B 2b 4

㌘且8 織豊 器 B （5・6） 尖底。外面はへラケズリ整形で譲端は丸みをおびている。霊孟　　　　　 s K 8

llll－73V一一一一一一一一一
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番号 器種 法量（cm）　　　　　 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・焼成・色調 備　 考

P 49

P 55

P 54

P 30

P 26

P 23

P 57

P 32

P 58

P 22

P 59

P 33

P 28

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

B （5・4）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，先端は角ぼっている。

B （5ザ3）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，先端の器厚は厚い。

B （4・5）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，先端は丸みをおびている。

B （4．4）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，器壁は薄い。

B （4．7）　 尖底。内外面ともへラケズリ整形である。

B 鉦 5）　 尖底。内外面はヘラケズリ整形で普器厚は極めて薄い。

にぷい橙色
砂粒

にぷい橙色
砂粒

にぷい橙色
砂礫

にぷい橙色
砂粒

橙色
砂粒

明赤褐色
砂粒

B 2 i5

B 2 g 6

B 2 e 7

A 3 h 5

B 2 d 6

C 2 b 8

B 2 gヰ

S K 9

B 2 g 9

B 2 a 7

B 2 h o

第 1炉穴群

B 2d 3

底部

縄文土器
B （4・6） 禁 外面はへラケズリ整形で凍 土に繊維が含まれてい にぷい橙色

砂粒
繊維 （少）

橙色
砂粒

にぷい橙色
砂粒

にぷい褐色
砂粒

にぷい橙色
砂粒

にぷい橙色
砂粒

橙色
砂粒

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

底部

縄文土器

B （摘　 禁 ：外面はへラケズリ整形で，先端はやや丸みをおびて

鋸 3．7）　 尖底。内外面とも縦方向のへラケズリ整形である。

B （3．7）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，器厚は薄い。

B （3．8）　 尖底。内外面ともへラケズリ整形である。

B （3誹）　 尖底。外面はへラケズリ整形で，先端は非常に丸みが強い。

B （3・6）　 尖底。外面は上方へのへラケズリ整形が施されている。

鮒＼瀦＼力溺6鴻

＼＼況＼諾鴬2＼諾＼、毘
第57図　遺構外出土土器実測図（4）
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土器の分類

I群　撚糸文系の土器群

描群　沈線文系の土器群

1類　格子目文が主体に施されている土器

2類　平行沈線文が主体に施されている土器

3類　太目の短沈線が旛されている土器

a種　横位の沈線が施されている土器

わ種　斜位の沈線が施されている土器

4類　太目の平行沈線が施されている土器

a種　横位の沈線が施されている土器

b種　斜位の沈線が施されている土器

5類　刺突文が主体に施されている土器

a種　爪形文が施されている土器

b種　棒状工具による刺突文が施されている土器

6類　貝殻文が主体に施されている土器

7類II群に属する底部

III群　押型文の土器群

且類　山形文が施されている土器

2類　山形文と楕円文が施されている土器

3類　楕円文が施されている土器

Ⅳ群　条痕文系の土器群

1類　微隆起線文が施されている土器

2類　沈線文と竹管刺突文が施されている土器

3類　刺突文が主体に施されている土器

4類　沈線文が主体に施されている土器

a種　沈線文と刺突文が施されている土器

b種　太い半裁竹管による沈線文を主体とする土器

5類　貝殻文が施されている土器

a種　貝殻腹緑文が施されている土器

b種　貝殻背圧痕文が施されている土器

6類　隆帯を主な文様とする土器

a種　横位の隆帯を主体とする土器

一76－



b種　縦位の隆帯を主体とする土器

7類　条痕文だけが施されている土器

a種　細い条痕文が主体に施されている土器

b種　太い条痕文が主体に施されている土器

8類IV群に属する底部

Ⅴ群　無文の土器群

1類　輪積み痕を残している土器

2類　キザミ目や押圧痕が施されている土器

3類　無文土器を一括

VI群　縄文を有する土器群

ⅥI群　前期後葉に属し貝殻腹緑文が施されている土器群

VIII群　前期以後の土器

I群の土器（第99図）

TP2729や2198申2497鳥3181弓678の5点は，外反するロ緑部で，口唇部は厚手である。TP1243ゐ

／′・二！二　、′r十：一行ノ；ノ、ノへ、ノノー壬は′．：・気∴拉幸ト亘　　　′′＼ソノニ　ー、（ノ志・、ノ／ノ　．ノノ′′ノノ

H群の土器

1類（第58，59図TP534～2941）

平行沈線による格子目文が，施文されているもので，口唇部は，内そぎ状を呈する土器が多い。

TP1605e2695e2526などは，格子目文が横位に施文され，TP7360618◎2951などは，斜位に施

文されている。TPlO80◎958は，横位及び斜位の格子目文を組み合わせている。TP1605e2625e

邦粥は　横位に施文された格子目の上　あるいは　下に爪形の刺突文が施文されている。本類の

土器は，厚手のものが多く，TP2220e1936などは，特に厚いものである。

2類（第59図TP677～2334，60図TP686～850）

平行沈線を主とするものである。横位に施される土器が多いが，TPlO33は斜位，TP1780は，

曲線に旛文されている。T㌘詔　傍鍼鍼は　横位の平行沈線の下部に斜位の平行沈線や格子目文を

配している。TP472は，口唇部に押圧痕が施されている。TP2712e850は，条痕文が施された後，

横位の沈線で撃　文様帯を構成している。

3類a種（第60図TP996～1006）

太目の短沈線が，横位に施されるものである。本類は，胎土に繊維を含まないものが多いが，

TP851は，例外で繊維を含んでいる。沈線の長さは1～3cmである。
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Ll－†　一一一」

3類b種（第61図TP1560～2479）

太目の短沈線が，斜位に施されるものである。沈線の長さは1～3cmである。TP2690は，緩や

かに外反する口緑部で，口唇部にキザミ目が施されている。

4類a種（第61図TP3340～2696，62図TP466～3529）

太目の平行沈線が，横位に施されるもので，口緑部は，内そぎ状を呈した平緑のものが多い。

TP1841は，波状口緑である。平行沈線は，浅くはっきりした痕跡が残ることから，器面の乾燥が

ある程度進んだ段階で施文されたものと思われる。

4類b種（第62図TP2203～1923，63図）

太目の平行沈線が，斜位に施されるものである。TP2808は，「八」の字状に施文されている。
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TP2878は，斜位の沈線の一部に短沈線が充填されている。TP1511は，底部に近い胴部片で，極

めて厚いものである。TP449・2413は，同一個体と考えられるもので，横位及び斜位の沈線が施

文されている。TP4451は，3本の横位の沈線で文様帯が区画され，その上部には斜位の沈線が充

填されている。

5類a種（第64図TP2351～3326）

爪形の刺突文を主な文様とするものである。TP2351は，平行沈線と爪形文を交互に施したもの

である。TP1730・3527・4088は，同一個体と思われる胴部片で，横位の格子目文の間に，爪形文
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が充填きれている。T㌘鍼減車銅器　同一個体で　平行沈線と爪形文が施されている。

5類b種（第6射亘l′I’P22寮ト461ノー拓　65回′ノI’P3096＼4078）

′　、一一　′　　′、　′、　′′　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　′　．．

1　　、．・′′　こ　′、、ノ　　　　　′、　　　　　・ノ　∴二一　　′・、ノ

・′　．　1ノ　′こ．　　　一、－∴1　ご　′、、′　　　　　　　′　　′　／こ′　　　　　・し．′　′一　′、

、／′言－く′、・　　　　、ノ　く　　′　、

・′／く　ノノ　　ー　　　　′　　　　　　　　　　、　く　　　　　　　　　′　、　′ノ　　ノ　　　　　　ノ

ー　　∴　ノノン　　　　ノ　′、　′　　、′　　　、ノ　　′・・　一　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　ノ

ノ′‘‥　　′′、′　′＼　ご　　　　′　　．、一・㌧∵、ノ＼′・．こ、　　　　′，

7頓（第66図′1’P2002～1680）

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　一′

Ⅲ群の土器

1類（第67図，68図TP4945～4964）

ニ　　　　ノ′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　・‾　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　′　　、＼、　　　　　　　　　　　　　　′－　　　　′　　　′

′　　　・・　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　＼二　　＼′、′．

一個体の目線部と胴部片である。内そぎ状を呈するロ唇部にはキザミ目が施され　山形文は縦位

－・・′ノ　′′　・／′ノ：・‘、・′　　　ハ・／ノ　　　　・′′’　∴′　　　′′．・∴′い′′、・・・1′′

てお酌文様は明確である。TP朋鵬と鯛鍼は　同一個体と思われる胴部片で撃山形文は斜位から

′　　　　　　　　　　　　　　′　′ノ　′′、．　・　∴′1

2類（第68図TP496巨4965）

山形押塾文と楕円押型文が　施されている　ので撃　点出土している。TP媚飢は　やや外反す

る胴部で　楕円押型文を横位に施し　その下都に山形押型文が縦位に施されている。T㌘姻桁は撃

山形押型文及び楕円押型文が横位に施きれている。

3類（第69e7（．）図）

楕円押型文が　施されている土器片で撃摘点出土している。T㌘舶閥は　比較的明瞭な惰翻型

′′　‘ノ′　・　　　′′　　　、　ノ　′∴ち　／′　　　ノ．∴　′・一　・ノ　　　　′∴、＼′′′

一個体と思われ　横位に施文されている。TP姻痛は　横位や縦位の施文が混在してみられる。

′‘∴了　′　　　′　　一　　　　　：　′・′　′′′’　／　　　′　一　　　　1一′　．一．

には9直径数ミリメー　ル　の礫が含まれている。TP姻関は　斜位及び横位に施されている。胎土

には撃　砂粒を多く含み撃　暗褐色を呈している。
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IV群の土器

1類（第71・72図）

条痕文を地文とし，その上に微隆起線文を有する土器類である。断面が三角形の微隆起線を横

位あるいは斜位に貼り付けて文様帯を区画し，内部を同様の微隆起線で充填している。TP414か

ら2659までは，横位の微隆起線でロ綾部文様帯を区画し，内部を縦位の微隆起線で充填している。

口緑部は，TP414・2006のように平緑のものとTP1989・495のように波状を呈するものとの2種

が認められ，平緑のものは直線的に立ち上がる例が多く，波状口緑のものは外反する例が多い。

TP625から1893は，文様帯を斜位の微隆起線で充填する土器片である。TP4679・3787は，胎土に
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」＿＿＿＿＿＿－⊥　　　i

繊維を含んでいる。TP2195・1206は，右下がりと左下がりの微隆起線が施されている。TP3901

から1116までは，横位の微隆起線で文様が構成されている土器片である。

2類（第73～75図）

沈線で文様帯を区画し，内部に沈線と竹管刺突文を充填する土器片である。TP3726は，平行沈

線で幾何学的な文様を区画し，その交点に竹管刺突文を施した口緑部で，口唇部には，キザミ目

が施文されている。TP805は，波状を呈する口綾部で，沈線文と竹管刺突文が施されている。

TP3462から2465までは，すべて胎土に繊維を含んでいる。TP570から1665までは，胴部の屈曲部

に隆帯を巡らせる土器で，隆帯にはキザミ目が施されている。

3類（第76図，77図，78図TP2890～2110）

主に刺突文が施されているものが，本類である。TP4171は，横位の太い沈線の間に刺突文が充

－96－



根
黄
等
し

L・、、．〝、‘1．、．11－　こ、，1ィ、

ふ＿粘．読事範を㍉示
・．‾、－＿1、二・：‘．1°

11、”t′、ノーー′1－

1′以’′ルヽ

1シー・＿、▼’
l一　、．

TP3670

∩
‖
月
日
∪

ハ
J・

．
、
‥
ト
・
l
・
㌦

．
、

．

　

　

．

ト

：

‥

完
了
最
捏
言

が
－
畢
∴
￥
∴
」
∵

㌣
意
斗

一一・丁も∴二・㌢‾宗、
．．　　　　・．一

1ハ恵蕪無

′T・’坤タコ．．。ニさ⊥ニ・・－Iヵ

／．
r

．

、

一

　

∵

、

第76回　遺構外出土土器拓影図（1g）

97

TP3725

こ

宜
′
立
場
牢
志

監
澤
軽

瑠
川
♂
TP1337

芋・
TP1750

TP1802

TP688

0 10cm

LL－L一一一一一一一一一一十”－　－1



礪慧酎

TPlけ8

4　ゥ

′霊域軒J

、▼「、・．

¶

〟

〟

∵
ぺ
∵
、
．

TP25け

㌫野、票票ご

一
作
月
間
　
刊
U

第77図　遺構外出土土器拓影図（20）

98－

レ壷、＿一一．

．
ヽ
J
．

「

TPl197

ノナ′－

TP396

TP3322

J

ヽ

－

．

′

′
　
紺2P

．

、

丁

．
日
日
．

駁
甑

㌦
ご
♪
h
戦

L　　一　一一一十一一一一一一一一一一一一一」



ヽ

　

　

　

　

J

 

I

　

′

峨

去

ノ’・

1・．

一一・1、㌔ノ小、へく

山一．、．

、　．

1

．い　－．．

ご考㌫㍉∴イ、，一声

lll l、ノー

i一一．・

ノー・、

七一ぺ・1、－ユニHtF

霊豊写憲㍑毎′
、ト　ー
1

ィ　　一一　　　ヽ

′′

′　∴二′／∴

、J　　　‘r

r k

CJ

1

I

一　一一ォ＼　　　タ、h

㌣領元単元

小旗tご、，′〆・吋り岬で

㍉一　一可　ノ　サハ

ヽいて1・ニー・山i．

Jh　▼ト　ヽl

ヽヽ′

、・ヽ’一・・

ll　．一　一

去I搬ノト

J．
yヽ

．、－　＼

pて訂、て二

、1

TP2110

．蒼空

1t
J

：′－＿

三二二1・′Ⅰイ山

賢誓蝉就扁

・・ここ・l
l一、L

′hh＋．FJ

・lJ‥・・！

打
鮮
告
轄
施

す
、
し
′
　
　
　
r
・
束

帯
高
男
　
〟
リ
TP392g

、
と
l
工
ト
ト
～
l
q

宗
畑
尊
．
、

†
′∵

∵

ヾ

甘

．、勺

＿Jこも

〆Vぐ・一サト
′

薫敬
l

二・＿二

葦責苦聖霊票芸
・－．．∴　肝．．ナム了iチ・1－’．、’、、b

覇謬

ー・．．†・、、

，・・・・

∵∵：「ニ∵一一「ヤアここ．：、’、．▼、－1‘－・1．∴1

‾・∴・－：

TP675

第78図．遺構外出土土器拓影図（21）

99

楠
？
、
－
イ
－
．
づ

J‘ご．CJr．、さヽP．－‘

r　　一一、1で－1

V、一′｛14

¶
l
V

両
月
＝
月
日

削

TP3522

t TP1731

10cm

！　　　⊥　　　」



Y空鵠拶攣
号管帝‘

¶

〃

何∵
㌦

汀－八・、．

TP479

′Jh

≠二．
ぎ・－こここコく＼

言．こ．J
TP523

JY山射P

TP4101

第79国　道構外出土土器拓影図（22）

・－．十二・一　一
ご＿一ぺ－‘へr‾’n、1一
＿，　▼l　・・ノミ

に一lぬ1・’・れ・こ′．

13Yくウ’ぢ1I　んこ

TP554

瑞
…
遇

TP1713

ー100

J

駅
払
，て一こてkT串㌣

．T▼・＼－1

ヽL－　－′ノ

、こ：三三三三
縄浩
TP1488

一㌧∵ヽ、・．・

ー

、
－
‘
！
∴
㌧
も

詔
骨
TP3041

璧璧葦憲怒
÷J：ヽ・くT二∵二、．＿．．－．

＼I・ヂ㌢，ニ▼蒜・叫
毒誓芋

－．’㍉・

TP4098

10cm

」　＿　i i



が．耳如一

言・、

tHじ蝶・よ、ネ’去

「

・

∴

∵
∴
∵

盛接
．′イ′　一

¶
日
月
リ
珊T

Tl Lt

－．db、

二　一一．・・

「
∴
、

・
ヽ
－空言・・．

譜摩
＿1：l皇

曾
㌣

t

‾　ヽ

′－、

亮が撃や梅料鴻
ヽ　′

滋

ヽ

薫長藷一一与、．誉t竜、
結　∴止、誉㌍㌢事豪

一ぺ　∴・・
へ‘　－1エノ

再

日

日

〃

付
TP3347

二・威、5二言

第80図　遺構外出土土器拓影図（23）

J

／

－1011

TP1643

TP3053

TP771

魂一一1、

等払暁

TP1042



・，．汗1∵▼．

P．一．、、・料かぺ救

冊鍋泄

ヽ－1n、－

拍
月
日
〓
〃
WT

c
㌧睾
十
三
十
∴
∵

r
 
L
∵
∴
予
嘉

、

ノ
㍉

㌣　　　　豆L．L∵∵

一、，－　　t tl

lt一、1‾、弓．

－t l

′1′▼

ル　ー　く

第81回　遺構外出土土器拓影図個

TP1202

102

10cm

！　　　；　　　i



．む　　、－t．＿ヽね　．

∴・∴∵、：

：ち票二㌫ご・：毎
－こJ　　ヾコ

こ、′右．．モ　巧も

吋亨黒蜜
1－、．

TP3571

√虻率1し享舎‘‾こし艶

す　⊥と一l一　ノ、わ＿ン∴J

！∴∴∴二一°．こ11∴一一

＿＿、こ‾ご　∴

第82図　遺構外出土土器拓影図（25）

甜
甘
吊

103

腔＝㌘・一、、1ニJ．

ヽ・．．．一㌧＿．1

ヽJJ11コ’1

・J．一

一‾　・－・＿ヽ＿こ

．－1

㌢抵這′
TP4477

10cm

」　　　　＿　　　！



二：二手ふ

三宅迄釦

鷺、
TPlO53

一．－1

ご：、rう
ぐ▼rj

壬，・’ニ1

㌣・こ1・j

二二
㌢浩裏戸ふ吏

・言．三、・：、

F㌢一丁∧114チ吋
′．′．1イ示山量∵ザ

竃蔦詠

TP3554

第83国　連構外出土土器拓影図（26）

一104－

ヽ山ぶ、－▼・一＿

、、i・・

野攣礫
1山・・、ゝ

∴丁圭
、・二一・二．tJ

TP3643

′・・‘こ・∴一一軸こ三
h　ノ　G
－ヽ・‾・・－．．一、一、

㌃
棚

舞｛灯下莞1両－．

、違芋

TP3600

n

〃

召

O

V

2

3

4

3

PT

．‘　＿ht－　．’－L

I　　‘．、

ゝ‘㌫ニーつ1

誓・苛
．・．．、

TP2087

10cm

l　　　　；　　　！



壊されている。T㌘溺閥は　斜位の沈線で区画した間に　刺突文が充填されている。T捌腑から

鵜は　角棒状の工員による連続刺突文が最低あるし璃斜位に施されている土器片である。

TP温且78から鮮8も　角棒状の工具による刺突文が施され　口唇部には　キザミ目が施文されてい

る。TP誹は　屈曲する胴部片である。TP親は　斜位の沈線と菱形の刺突文が施されている。

T㌘89m臓は　沈線で区画した内部に刺突文が充填されている。TP摘欝は　緩やかな波状を呈

する日録部で撃へラ状工具による浅い沈線に沿って刺突文が充填されている。T㌘頴鮒は　屈曲部

に隆帯を持つ目線都で　沈線で区画した率に連続した刺突文が施されている。T㌘飢蟻は　口唇部

にキザミ目が撃　口綾部には撃　円形刺突文が施文されている。

－．∴韻三種（荒′～：メ∴、＿デーさ／狙′、一三　二言′；言く∴、二；∠言上）、点）

沈線文と刺突文で文様が構成されている土器片である。等親蟻は　横位の隆帯を貼付して目線

部文様帯を区画し　区画内には　沈線と刺空文が充填されている。TP墟別は　外皮する目線部片

で撃斜位の沈線間に米粒状の刺突文が充填されている0始まには繊維を含んでいる。T㌘墟親は撃

緩やかに外反しながら直線的に立ち上がる冒緑部で撃斜位の沈線による格子目文で文様が構成さ

れている。口唇部には　キザミ目が施され　胎土には　繊維を含んでいる。T㌘墟別と朋鵬は　同

一個体とみられ撃横位の隆帯で日録部文様帯を区画し管内部には撃半裁竹管による格子目文が旛

文されている。T㌘媚◎髭融細は　短沈線と微隆起文士に施される刺梁文で文様が構成されて

いる。T㌘渕拙お大き　外反する目線部で　薬療文の上に沈線文が　口唇部にはキザミ目が施さ

れている。

・：貢「澤昔て！．「、点て：、’了L　～㍍凶∵、；J′′、う工＋：上欄′、・当y与、斗いつ

太い半裁竹管により9直線あるいは曲線が多用されている土器を本類とする。T的腸臓は㍉波状

を呈するロ緑部で撃口唇部にはキザミ目が施されているo TP3鵬は　弧状の太い沈線が施され撃

口唇部には撃キザミ昌が旛文されている○始まには　繊維を含んでいる。T㌘罰2欄5は　屈曲

する胴部で撃3827には横位の隆帯が貼り付けられている。点と　弧状の沈線が施文されている。

TP3347は撃屈曲部に隆帯が貼付され9その上部に太い沈線と円形刺突文が施されている。

野鼠鍼　◎諏且は　外反するロ綾部で普弧状の沈線文が施されている。TP諏且は　胎土に繊維を

含んでいる。TP35謎は表裏と　条痕文で口唇部から縦位に太い沈線が施文されている。TP摘2

は「＞」状に屈曲する胴部で撃屈曲部に一条の隆帯を貼り付け撃その上部に縦位の沈線が旛され

ている。T㌘詣別は　横位の隆帯と太い沈線文が施文されている。

5類a種（第81図TP962～1275）

員数腹経文が多く施されている土器片である。TP粥◎欝は学外傾する日経部でラ貝殻腹経文

が斜位に施文されている。T㌘温273⑳22掛且鋼は　沈線で区画された中に貝殻復縁文が充填され

ている。TP4274◎TP且275は撃　貝殻腹緑文が波状に旛されている。
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5類b種（第82図TP3571～4477）

貝殻背圧痕文がみられる土器片で，TP3571は，口唇部に貝殻背圧痕文が連続して施文されてい

る。TP2788は，一条の隆帯をもつ口綾部で，口唇部に貝殻背圧痕文が施されている。TP3873は，

縦位及び横位の隆帯上に貝殻背圧痕文が施されている。TP4436・4501・4474・4477の4点も，隆

帯上に貝殻背圧痕文が施文されている。TP1146は，格子目文の上に，貝殻背圧痕文が施文されて

いる。

6類a種（第82図TP3581～4442，83図，84図TP1808～1717）

ー116－



横位の隆帯を主な文様とする土器片である。隆帯には撃　キザミ目が旛されているものが多い。

T㌘358鼠は9一条の隆帯を横位に貼り付け撃その上部にへラ状工具による沈線を縦位に施文した土

器片である。胎土には9繊維を含んでいる。第83図は撃すべて一条の隆帯をもつ土器片である。

隆帯は目線部直下9　あるいは胴部の屈曲部に貼付されるものがほとんどである。また普大部分の

土器には撃繊維が含まれている。T㌘蟻鵬は　隆帯を貼　付けたあと　発癌文が施されている。

6類甑種（第84図T㌘363の～56の撃　85図T捌352～42姐）

縦位の隆帯が目立つ　のを本類とした。TP詣鋼は　波状目線で　横位及び波頂部から垂下する

縦位の隆帯が巡勘　それぞれの隆帯上とロ唇部には　キザミ目が施されている。TP蟻2⑳752は9

ともに冒綾部で撃　口唇部から隆帯が垂下している。T㌘鍼　◎2関　◎購闊◎墟姐は撃比較的細い隆

帯に刺突文が施されている。

7類品種（第85図T㌘温629～3843撃　捕図）

細い発癌文が旛されている土器片である。条痕文は　表裏二面に施渡されている　のが多い。

始まには撃繊維が含まれている。ロ綾部片については　そのほとんどが口唇部にキザミ昌や押圧

痕が旛されている。粂痕文は　斜位あるいは横位に旛文されているが撃規則性はみられない。

TP鋳鋼砂場狙は　表裏の文様が異なっている。

′項∴言・ェ　′ノバ′一＼バノj－′く－′：∴主く　′　′′；、、三二／こ．）

太い条痕文が施されている　ので　当遺跡から最　多　出土している土器片である。7車扱種

と同様に条痕文は撃表裏二面に旛されている。胎土には撃繊維を含んでいる　のが多い。打線は

平緑が多ら　また　口唇部にキザミ目が施されない　のが多い。T㌘掴Ⅲ鵬～諦のは　波状を

呈する目線部である。T㌘膵錆には　補修孔がみられる。TP粥は　ロ綾部と平行な一条の沈線を

巡らしている。その上部には撃　口唇部より垂下する短沈線が充填されている。

1項　′：∴ぢ′肯く－′、‘ニ告工＼二！〔ニ′：・工守ノ

Ⅳ群に属する底部を一括して本類とする。すべて平底である。始まにはラ繊維を含んでいる。

T㌘舶載は　高台状に整形されている。内外画　及び底面に　条痕文が施されている。

V群の土器

1類（第95図TP1504～987）

無文の土器で撃　日経部に輪積み痕を残している　のである。この輪積み痕は　意図的に残され

たものと考えられる。TP且5の親減は　外面に一段撃摘2は　内面に一段撃2揃は　外面に二段

の輪積み痕がみられる。本類は普　胎土に繊維を含んでいない。

2類（第95図T㌘337の～且987◎且の829　第96図TP474の272の

口唇部にキザミ目や押圧痕が施文されている土器片である。ロ綾部の形状も管外反するもの撃

－117－－…
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内反するもの，直線的に立ち上がるものなどさまざまである。胎土は，繊維を含んでいるものが

多い。本群は，基本的に胴部文様をもたない土器片であるが，TP1406・1082・474・2720は，擦

痕状の文様が施されている。

3類（第95図TPlOO4～525，96～97図）

無文土器を一括したものが本類である。しかし，擦痕状の文様が認められる土器も含まれてい

る。また，胎土に繊維を含んでいるものもみられる。口唇部は，角頭状や内そぎ状を呈する土器

が主体であるが，TP3478～2295の4点は外そぎ状を呈するものである。

VI群の土器（第98図・99図TP3247～1525）

縄文を有する土器を一括したものである。TP1880～3112は，S字状結節文が施文されており，

S字状結節文は，TP1880のように縦位に施されているものと，TP843・1139のように横位に施さ

れているものの2種類がみられる。TP3247～428は，外反するロ緑部で，縄文が斜位に施されて

いる。TP3320・4293は，輪積み痕を残す口緑部で、TP4293は，口唇部にも縄文が施文されてい

る。TP1602・1309は，口緑部に縄文原体の圧痕が施されている。TP1727・1660もロ綾部に輪積

125－



み痕が残されている。

Ⅵl群の土器（第100図）

主に貝殻腹緑文を有する土器片で，前期後薬に比定されるものを本群とする。TP2501は，外傾

して立ち上がるロ緑部で輪積み痕が残っている。TP3796・1604は，胴部片で，撚糸文が施文され

ている。TP3152～2313は，波状貝殻腹緑文が施文されているもので，使われた貝類は，ハマグリ

などのギザギザのない貝類と，サルボウなどのアナダラ属の貝類の2種類が認められる。貝殻腹

緑文は，横位あるいは斜位に施文されている例が多いが，TP1691・1686・2910のように縦位に施

文されているものもある。

Vml群の土器（第101～102図）

前期以降の土器片を一括したのが本群である。TP753は，「く」の字状に屈曲する口緑部で，縄

文を地文とし，隆帯やボタン状の貼付文がみられる。TP2601は，半裁竹管により，縦位及び斜位

の平行沈線文が施されている。TP2073～2405は，集合沈線とボタン状貼付文が施されている土器

片で，TP2073と2390は同一固体と思われる。TP753は，山形のジグザグ文が沈線で施文されてい

第103図　土製晶・土器片錘・土製円板実測図
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る。TPⅢ7⑳1564◎9且4は円形刺突文学2728は竹管文が施文されている。TP458眩778は9同一

固体と思われゥ　ロ綾部に沿って横位及び弧状の隆帯を貼り付け，隆帯上が短沈線で充填されてい

る。横位の隆帯には9　三角形の刺突文が施文されている。TP3123⑳3248は撃　同一固体とみられる

土器で9内攣したのち外反する口綾部である。横位の波状沈線が施文されている。TP抽ま9沈線

文と隆帯で文様が構成されている。TP3229は，口唇部から胴部にかけて刺突文が施されている。

TP3246◎3249◎3160◎3262はラ屈曲するロ緑部で，沈線あるいは刺突文が施文されている。TP49飢◎

4982は9突起を有する口綾部で9文様は沈線と刺突文が施文されている。TP3227は，爪形の刺突

文が横位に施されている。TP3276は，底部片で，平底である。

上製品・土器片錘・土製円板（第103図）

りPlは9棒状に粘土をかためたもので撃表面に整形は施されていない。りP2は9直径3～3．2

cmで撃重さは25gである。mP3は9土器片錘で撃キザミは2か所認められる。重さは20gである。

mP8◎4⑳6の9◎5◎7は9土製円板でタ合計6点出土している。すべて深鉢の胴部片を利用

しており，DP4・6は一部欠損している。

土製晶等一覧表

番 号 類　 別 出土地点
大　 き　 さ　 （cm）

重（g ）
土 器 片

利用部位
備　　 考

た　て よ　こ 厚　 さ

D P l

D P 2

D P 3

D P 8

D P 4

D P 6

D P 9

D P 5

D P 7

棒状土製品

土　　　 玉

土 器 片 錘

土 製 円 板

〃

〃

〃

〃

〃

B 2 a 9

B 2 f 3

Z

B 2 a 8

B 2 j 7

Z

A 2 j 6

B 2 h 5

B 2 e 3

（4．4 ）

3．2

4 ．95

4 ．6

3 ．4

2 ．75

4 ．9

4 ．05

2 ．7

2 ．3

3 ．0

3 ．7

4 ．8

4 ．85

4 ．35

5 ．25

4 ．4

2 ．8

1．35

0 ．8

1．05

1 ．0

1 ．0

0 ．9

1 ．4

0．9

（19）

25

20

27

17

20

31

32

10

胴部

〃

〃

〃

〃

〃

孔径 0．6cm

挟り数2，決り間の長さ

4．3cm

一部欠損

一部欠損

－127　－－



（2）石器類について

当遺跡からは，12種類，

167点の石器が出土して

いる。各種類ごとの点数

は，第104図に示したとお

りで9　打製石斧且9点，磨
すりいし

製石斧7点9　磨石43点，
くぼみいし　　たたき

石皿4点9凹石8点，敲
いし　　　そうき

石32点，掻器鼠7点9　石錘

3点，礫器24点，砥石1

点9　石鉄8点，石錐1点

である。それぞれの石器

の出土地点や大きさ等は

石器・一覧表にまとめてあ

るので9　ここでは9　特徴
第104図　石器の個数

について説明する。

①打製石斧（第105～106図，鼠07図Q29）

本種は，19点出土している。すべて自然礫を利用した9礫石斧である。刃部は，礫の一部を加

撃して刃を付けた9片刃が主である。これらの石斧は9　その形態からいくつかに分類できる。

撥形（QlO2◎6◎59◎91◎63◎81◎29）

ぼち

三味線の撥に似た形をしており，刃部が基部より広がるものである。QlO2◎63◎81などは，そ

の典型的なものである。Q29は，基部上半が欠損していて明確ではないが9刃部の形状等から撥

形になると考えられる。

短冊形（Q140・67）

長方形状を呈するものである。Q67は二分の一を欠損しているが9短冊形になるものと考えられ

る。礫の片面だけに剥離調整痕がみられる。Q140は，中央部がややくびれ9断面はかまぼこ形で

ある。片面だけに調整が加えられている。本種は上下両端の使用が可能で9両端に使用時に生じ

た小さな剥離痕が残っている。

乳棒状（Q83◎70◎97◎25）

乳棒に似た形状を呈する石斧である。Q25は，基部の大半を欠損している。刃部に使用時に生

じた剥離痕が残っている。Q70は，表裏それぞれの面から剥離を加えて，両端に刃部が作られて

いる。Q97は，2か所の剥離だけで刃部が調整されている。

－…－128　－－1



∩
〓
H
U

瓜．、．1．．一一…h

n

〓

∪

疏
Ⅲ
冊
Ⅷ

∩
日
日
〓
〕
“

∩

－129－

第105図　石器実測図（り



∩〕矧

∧
〓
リ

ー
？
矧

〔
＝
日
日
H
U

019

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i i

ー130一

（＝フ

第川6図　石器実測図（2）



⊂⊃
第107図　石器実測図（3）

－131－

爪
Ⅲ
冊
帽
V

瓜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
伊

′

1

1

1

－

1

－

．

・

1

－

1

1

－

－

－

－

．



（
〓
∪
…

！llI．－1．－

〔

．

£

　

∵

ー132－

・

－

．

．

．

－

－

′

／

ノ

へ

　

一、ヽ

′

／

　

　

　

　

　

ヽ

已
第108図　石器実測図（4）



≠

∠⊃
第109図　石器実測図（5）

－133－

にコ

C⊃

二

亡ゝ 10cm

L＿＿＿＿＿＿　」　　　　　！



（
日
日
日
日
∪

（
㍉
　
′
．
t
t
J

第110回　石器実測図（6）

／　　　　　　　　　＼

∵コ

ー134一

ー◎

10cm

！　　　；　　　」



⊂
第111図　石器実測図（7）

ー135－

⊂⊃



∴二〕

一136－

第112回　石器実測図（8）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！



楕円形（Q151・22・19）

平面形が楕円形を呈し9比較的小型のものである。刃部の形状はすべて片刃で，両端に付けら

れたと考えられる。Q且5且◎且9は9　刃部の表裏二面に剥離痕がみられるが，使用時に生じた剥離痕

が含まれており9　基本的には片刃であると思われる。

その他（Ql・49・75）

短冊形に近いが9長さが短いものである。本類は9製作技法から撃　さらに細分できるが9　ここ

にまとめて掲載した。Q且は9　自然礫の一部に加撃しただけのものである。使用痕は，ほとんど

認められない。Q49◎75は9表裏二面に剥離痕がみられるが9　刃は片刃と考えられる。

②磨製石斧（第107図）

総数7点が出土している。いずれも9　自然礫をていねいに研磨して整形が加えられている。刃

部をみると9片刃のもの（Q72◎45⑳Ⅲ6◎温68），両刃のもの（Q温67◎且8◎79）の二極がみられ海

偏刃が多い。Q72◎温67◎79には9使用時に生じた小剥離痕が残されている。Q且68は撃　いわゆる
すりきり

ミニチュア石斧で9非常にていねいに磨かれている。側面には，擦切技法によって製作された時

に生じた稜線が認められる。

③磨石（第107～Ⅲ2図）

当遺跡で最も多く認められた石器で943点出土している。磨石の形状は，円私楕円形9方形

を示すものが多い。使用痕は9　表裏二面に認められるものが主であり，側面が多用されたとみら

れるのはQ4◎姐ぐらいである。Q温7は9使用中に欠損し9　その欠損面を再利用した珍らしい例

である。磨石の機能以外に，敲石としても使用された痕跡を有するものが3点（Q5◎24◎3且）

認められる。なお9　Q且且3◎46◎4◎90などは，凹石として使われた形跡が認められる。いずれに

しても，磨石や凹石などは複数の機能を有しているものが多く，使用時の状況によって9　ある時

は磨石9　ある時は凹石として使用されたと考えられる。

④石皿（第m3図）

4点出土している。比較的へん平な石材を使用しており，明瞭な緑をもつものはQ且07だけであ

る。Q92は裏面に一か軌Q且07は表面に一か所のくぼみがみられる。磨石とセットとなり管主に

製粉などに使用されたものと考えられる。

⑤凹石（第且13～114図）

本種は8点出土しているが，欠損していないものは2点で9　6点は中央部から破損している。

ー1－137－1



凹石の使われ方からみて争　どうしても中央部付近で欠損しやすいものとみられる。一四石の用途に

ついては9堅異類の穀割り用とか9発火具の一種であろうなどと言われているが9明確にされて

はいない。当遺跡出土の凹石の平面形は9方形を基調にしたものと9円私　あるいは楕円形を基

調にしたものの2種類である。断面は撃長方形を呈しているものが多い。くぼみは争表裏面及び両

側面のそれぞれ中央部に残されている例が多い。本種の中にも9複数の機能をもっていたとみら

れるものが数点含まれている。Q98◎94は敲石として9　Qm蘭は磨石として9　Q且12◎Ⅲ7は磨石9

敲石として撃　それぞれ使用された痕跡が認められる。

⑥敲石（第且掴～且膵図）

総数32点出土している。敲くことによって生じた使用痕をもつ石器類を争敲石として分類した。

すべて自然礫を利用しており9特別な調整痕は認められない。当遺跡出土の敲石は9　4種類に分

けることができる。

○円形の自然礫を利用したもの………………………Å類（且7点）

○棒状の自然礫を利用しラ比較的大形のもかeo……B類（8点）

○棒状の自然礫を利用し9比較的小形のものee……eC類（5点）

○スタンプ形を呈するもの D類（2点）

Å類は撃側線部に使用痕を残すものが多くラ数か所に認められる。B類とC類は，両端部に使

用痕が残るものが多くみられる。これらの使用痕を観察すると争硬い物に打ち当てたような状況

がみられることから，石器類の製作時に使用したとも考えられる。り類は，基本的に底面を使用

したと思われるが9Q温26は先端部にも使用痕が残されている。各種類ごとの使用目的は明確では

ないが9敲くあるいは打ち当てる作業に使用されたことが推定される。Å◎り類は比較的やわら

かいもの9　B⑳C類は硬いものと9　その用途によって使い分けて使用されたものと思われる。

⑦掻器（第m8図9　Ⅲ9図Q且66～74）

本種は且7点出土しているが撃打製石斧的あるいは削器的な様相を示すものも一括した。平面形

から3種類に分けられる。

○方形のもの…‥‥‥‥……・Q60・129・148・121・166・74

0楕円形のもの……………Q139◎77◎58◎150◎73

0その他…‥‥‥‥………‥‥Q88・61・134・66・147・64

いずれも自然礫を利用し9調整されている。調整は礫の片面だけを打ち欠いて刃部を作り出し

たものと9両面に打撃を加えて刃部を作り出したものの2種類がみられる。なお9平面形状によ

る調整の違いは認められない。Q58◎且2且などは9　片面だけの調整であり9　Q6　◎摘8などは9

一一一一一一一138r－
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両面に調整痕がみられる。Q鋸は9　端部の一端に片側から調整して刃部を付けたもので9　打製石

斧的な様相もみられる。

⑧石錘（第119図）

3点出土している。すべて河原石などの自然礫を素材にした9　いわゆる「礫石錘」と呼ばれる

ものである。へん平な礫の両端に残された切り込みは9　打ち欠いただけのもので9　それ以外の加

工痕はみられない。Q68は9　重量55gと比較的大形であるが9　Q14とQ69は小形のもので9　それ

ぞれ20g，10gである。

⑨砥石（第119図）

温点だけ出土している。平面形は欠損部が多く不明であるが9　断面は長方形である。表裏二面

に一定方向の使用痕が認められる。

⑱礫器（第120～122図）

磨石，敲石についで多く撃24点出土している。この中には，石斧的なもの普掻器あるいは削器

的なものなどもみられるが9　明確に器種が区別できなかった石器を一括して礫器とし9使用痕や

調整技法等から四種に分類した。

○側線部に刃を有するものの……Q57◎23◎16◎76◎71◎80の65◎142

0スタンプ形石器に似た形状のもの……Q51．132。114・131・96・2・82．33

比較的厚味のある自然礫の一端を打ち欠いて底面を作り出した礫器で9　底面以外の加工痕はみ

られない。底面の使用痕をみると，磨っているものは皆無で，すべて敲いた痕跡がみられる。敲

石的な機能を有していたと考えられる礫器である。

○礫石斧的形状を呈するもの‥‥‥Q9・10・27．53．125・153

自然礫の一端を打ち欠き，刃部をつけた礫器である。刃部は9　片側だけに剥離を加えた片刃で

ある。断面は，比較的へん平である。

○打製石斧的なもので9　断面がかまぼこ状に盛り上がる形状のもの……Q且43◎122

打製石斧に類似しているが9断面がかまぼこ状に厚く盛り上がっている礫器である。2点とも9

上半部が欠損している。Q143はタ全面に剥離痕がみられるが言裏面の剥離痕は9比較的荒いもの

である。Q122は，表面のほぼ全面に剥離痕がみられ9　自然画はラ　頂部の一部に残るだけである。

裏面はまったく加工されておらず9　自然画がそのまま残っている。この種の礫器は，縄文時代早

期の遺跡でよく出土するが9　その名称や用途はタ　まだ明確にされていない。本稿でも，礫器とし

てまとめておいたが，縄文時代初頭に多くみられる片刃石斧の類と考えられる。

－150　－－



⑪石鉄（第123図Q156～163）

当遺跡では8点出土しているが9　形状をみると9　すべて無茎石鉄である。欠損部もあるが，基

部にえぐりのある凹基無茎鉢とえぐりのない平基無茎鉄に分類できる。

○凹基無茎鉄……Q156・157・158・161・162・163

0平基無茎鉄‥…・Q159・160

ほとんどが基部にえぐりのある凹基無茎鉄である。Q161は，特にえぐりの深いものである。Q

且57◎162のえぐりは非常に浅いものである。Q159は9　先端部が欠損している。平基無茎鉢は9　凹

基無茎鉄よりも小形である。

⑫石錐（第123図Q164）

1点だけ出土している。細長い石材を利用し，整形したもので，表裏ともつまみから先端部に

かけて一部に自然画を残している。つまみは方形を呈し9　中央部が厚くなっている。錐部は，現

存長3．2cmで，徐々に細くなり，断面は菱形である。つまみ，錐部とも表裏から交互に剥離調整を

加えている。錐部側線には，使用中に生じた剥離痕がみられる。

石　器　一　覧　表

番号 器　種 出土地点 全長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 重量（g） 石　　 質 備考

Q lO2

Q l

Q　83

Q 49

打製石斧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

A 2g8

A 2h。

A 2 i7

C 2a6

10．7

7．6

11．6

6．2

7．5

5．1

5．4

4．5

3．6

4．2

3．4

5．4

4．2

4．2

5．8

1．9

2．25

2．5

1．9

1．1

1．9

1．3

2．3

1．3

210

144

255

80

砂　　　 岩

硬　 砂　岩

花　 崗　岩

砂　　　 岩

第105図

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Q 151 B 2d 2 （4．3 ） （26） 流　 紋　岩

Q　6

Q　22

Q　59

Q　91

Z

B 2h3

B 2e5

A 3h2

8．0

5．6

8．3

6．4

7．6

7．0

80

30

110

50

93

100

安　 山　岩

粘　板　 岩

砂　　　 岩

〃

Q 140

Q　81

A 2b9

Z

2．3

1．7

粘　板　 岩

流　紋　岩

第106図

〃

一一一151－－－－



番 号 器　 種 出土地点 全長（cm ） 幅 （cm ） 厚 （cm ） 重量（g） 石　　 質 備 考

Q　70

Q　75

Q　97

Q　67

Q　25

Q　63

Q 19

Q　29

Q　72

Q 167

Q　45

Q 116

Q 18

打製石斧

〃

〃

ノ／

〃

ノ／

ノ／

〃

磨製石斧

〃

〃

ノ／

〃

B 2 f o

B 2 a 5

C 2 a 。

B 2 e 6

B 2 e ヰ

A 6 j 4

Z

B 2 h 5

A 2 j 8

A 3 h 3

B 2 i 5

B 2 e 3

B 2 f ヰ

8 ．35

6 ．35

7 ．4

（5 ．4 ）

（4．1 ）

6．5

（2．9 ）

（4．1 ）

8．2

（6．9 ）

7．2

（6．8 ）

（4．4 ）

3．0

4 ．75

3．8

4 ．8

4 ．7

6 ．1

4 ．9

6 ．2

4 ．3

6 ．4

4 ．9

6 ．3

4 ．85

2 ．2

1 ．9

2 ．0

1．0

1．1

1．7

1 ．5

1．6

2 ．3

3 ．1

1 ．4

1 ．9

1 ．3

64

75

70

（40）

（29）

75

（20）

（64）

115

（210）

80

（117）

（42）

頁　　　 岩

〃

花　 崗　 岩

頁　　　 岩

石 英 斑 岩

砂　　　 岩

粘　 板　 岩

砂　　　 岩

流　 紋　 岩

砂　　　 岩

〃

頁　　　 ン岩

安　 山　 岩

第 106図

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第 107図

〃

〃

ノ／

ノ／

〃

Q168

Q　79

Q　5

Q　20

Q13

Q113

Q12

Q115

A3h3

B2f5

SI－01

SI－02

S K－5

B2b9

S K－20

A2g6

4．5

（5．3）

6．8

（5．2）

（6．25）

（5．0）

8．2

（7．3）

3．3

5．1

6．3

（8。7）

（5．4）

（5．15）

7．3

（5．2）

チ　ャート

頁　　　岩

硬　砂　岩

安　山　岩

〃

〃

花崗斑岩

安　山　岩

ノ／

〃

〃

〃

第108図

〃

ノ／

〃

－152　－一一一



番 号
器 種 巨 土地点 全長（cm）！幅 （cm ）

厚（cm ） 重量（g ）
巨 質

備 考

Q 138 磨　　 石　　 S K －34　 （3．6 ） （7．5 ） 5．1 （185） 花　 崗　 岩 第 108図

〃

〃

〃

第 109図

〃

〃

〃

〃

ノ／

〃

〃

ノ／

第 110図

〃

ノ／

ノ／

ノ／

〃

〃

〃

Q 141

Q 154

Q 124

Q　47

ノノ　　　　 C 2 b 7　 （6．3 ）

〃　　　　 Å3 i l　 （5．4 ）

ノノ　　　　 B 2 g 4　 （4．9 ）

ノ！　　　 A 2 j 7　　　 6．0

（6．5 ）

（4．2 ）

7．0

6 ．2

（1 ．7 ）

4 ．1

3 ．2

3 ．0

（90）

（121）

（150）

190

砂　　　 岩

安　 山　 岩

ノ／

砂　　　 岩

Q 144 〃　　　　 B 2 f 7　 （4．7 ） 6．1 2 ．7

4．7

5 ．2

4 ．2

2 ．5

（2．4 ）

4 ．7

4 ．0

2 ．8

3．7

2 ．0

4 ．5

3 ．3

（1．0 ）

3 ．2

3 ．7

（116） 流　 紋　 岩

Q 127

Q 128

〃　　　　 A 2 i 2　 （4．7 ）

〃　　　　 A 2 f 7　　 10 ．3

10 ．3

（5 ．2 ）

（292）

（325）

安　 山　 岩

花　 崗　 岩

Q 155 ノノ　　　　 B 2 C 。　 （3．3 ） 7．0

5 ．9

5 ．6

（5 ．0 ）

（106） 安　 山　 岩

〃

砂　　　 岩

安　 山　 岩

〃

〃

〃

砂　　　 岩

安　 山　 岩

Q 86

Q　54

Q　48

〃　　　　 A 2 h 7　 （7．0 ）

〃　　　　 C 2 a 6　　　 8．1

〃　　　　 B 2 f 9　 （7．2 ）

（155）

149

（155）

Q lll

Q　46

Q lO8

Q　56

Q 137

〃　　　　 B 2 h 4　 （5．6 ）

〃　　　　 B 2 h 4　　　 9．4

〃　　　　 B 2 b 8　 （5．0 ）

ノノ　　　　 A 2 h 8　　　 7．5

ノ！　　　 S K －54　 （6．4 ）

（6．7 ）

5．7

6 ．5

5 ．2

7 ．2

（4 ．85）

（165）

236

（182）

130

（252）

Q 17 〃　　　　 B 2 a 7　　　 7．1 （180） 砂　　　 岩

〃

安　 山　 岩

Q　38

Q　 4

〃　　　　 B 2 a 3　 （7．0 ）

〃　　　　 A 2 g 8　　　 9．8

（6．9 ）

9．3

5 ．0

（95）

485

（105）Q 146 〃　　　　 C 2 b 7　 （4．2 ） 砂　　　 岩

一一一一1531一一1



番 号 器　 種 出土地点 全長（cm） 幅 （cm ） 厚（cm ） 重量（g ） 石　　 質 備 考

Q 15

Q　87

Q　41

Q　95

Q　32

Q　24

Q 135

Q　26

Q　39

Q　43

Q　44

Q 130

Q　90

磨　　 石

〃

〃

ノ／

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

C 2 b 7

B 2 g 8

B 2 i 8

A 3 h 4

B 2 i 9

B 2 j 8

A 2 b 9

B 2 C 2

B 2 C 8

B 2 d 6

B 2 f 9

B 2 d o

A 3 i 2

（6 ．8 ）

（7．0 ）

（8．6 ）

（4．7 ）

（7．9 ）

（4．0 ）

（4．9 ）

8．45

7 ．7

7．8

6 ．2

6 ．0

（5 ．1 ）

8 ．2

（5 ．4 ）

（6．5 ）

7．5

（6．2 ）

6．4

（7．9 ）

（4．3 ）

6．2

（4．6 ）

5．6

5．9

（7．7 ）

2 ．7

3 ．2

（2 ．6 ）

4 ．05

2 ．8

3 ．9

4 ．3

3 ．7

3 ．2

3 ．9

3 ．5

4 ．8

2 ．8

（260）

（140）

（117）

（185）

（194）

（141）

（195）

（170）

175

（170）

170

230

（150）

花崗片麻岩

安　 山　 岩

〃

ノ／

砂　　　 岩

ノ／

安　 山　 岩

砂　　　 岩

〃

アプライ ト・

石 英 斑 岩

砂　　　 岩

安　 山　 岩

第 111図

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

第 112図

〃

〃

〃

〃

Q　84

Q　31

QlO3

Q　92

QlO7

Q119

QlO4

Q　93

B2b。

B2e。

B2b2

B2d。

B2h6

B2g6

B2i6

B3h。 （4．7） 7．5

一一一一154



番 号 器　 種
出土地可 全長（cm）

幅（cm ） 厚（cm ） 重量（g ） 石　　 質 備 考

Q　98

Q　94

Q　52

Q llO

Q 112

凹　　 石

〃

〃

〃

〃

〃

〃

敲　　 石 ・

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

A 2 i 9　 （5．7 ）

B 2 d 3，C 6　　 9．7

A 3 g 3　　　 8．9

B 2 f 。　 （5．6 ）

B 3 f 3　 （5．8 ）

7．0

6 ．1

5．2

8 ．2

7 ．8

6 ．9

9．1

2 ．7

3 ．2

5．4

5 ．7

4 ．0

6 ．5

5．1

7 ．3

4 ．95

5 ．4

4 ．3

2 ．4

2 ．4

7 ．1

3 ．3

4 ．2

4 ．2

3．1

4 ．3

3 ．5

3 ．1

1．7

1．4

3 ．5

3．7

3 ．1

3 ．6

1 ．25

3 ．2

2 ．2

2 ．4

2 ．5

1 ．9

1．2

4 ．4

（190）

390

325

（225）

（300）

安　 山　 岩

〃

〃

ノ／

花　 崗　 岩

第 113図

ノ／

第114図

〃

ノ／

ノノ

ノ／

ノ／

ノ／

〃

第115図

〃

〃

ノ／

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第 116図

Q 117 B 2 g 5　 （7．0 ） （290） 石英粗面岩

Q　42

Q　99

Q　 7

Q　 8

Q 165

Q　30

Q　37

Q 118

Q 136

Q　78

Q　21

Q　85

Q lO6

Q 152

Q　28

S K －34　 （6．7 ）

A 3 g 4　　　 7．2

S I －02　　　 9．3

S I －01　　　 6．8

S K －54　 （3．8 ）

B 2 a 8　　　 6．0

B 2 C 7　　　 6．9

B 2 b 3　　　 7．0

B 2 b 。　 （4．9 ）

B 2 i 8　　　 6．7

B 2 b 3　　　 6．1

B 3 a 1　　 8．3

B 2 d 6　　　 5．1

B 2 C 6　　　 5．3

C 2 a 9　　 10 ．4

（260）

48

70

163

（102）

110

210

50

163

97

110

124

34

23

435

安　 山　 岩

砂　　　 岩

〃

ノ／

ノ／

ノ／

石 英 斑 岩

アプライ ト

流　 紋　 岩

砂　　　 岩

ノ／

石 英 斑 岩

砂　　　 岩

ノ／

〃

一一155－－－



番 号 器　 種 出土地点 全長（cm） 幅（cm ） 厚（cm ） 重量（g） 石　　 質 備 考

Q　50

Q 145

Q 133

Q　89

Q　40

Q lO9

Q 149

Q　62

Q　34

Q 123

Q　 3

Q　35

Q lOO

敲　　 石

ノ／

〃

ノ／

ノ／

ノ／

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

B 3 b l

B 2 C 6

A 3 j 2

B 2 d 8

B 2 d 6

B 2 f 4

B 2 d 8

B 2 e 8

B 2 C 7

A 3 h 4

S I －1

B 2 i 9

A 2 g 7

8 ．5

4 ．2

9 ．0

6 ．6

5 ．5

6 ．0

5 ．1

6 ．1

7 ．9

9 ．3

8 。9

9 ．3

8 ．0

3 ．4

4 ．2

5 ．6

6 ．0

4 ．3

4 ．7

2 ．3

5．1

6 ．1

5 ．2

3 ．6

4 ．1

3 ．8

2 ．2

3 ．4

2 ．7

2 ．1

2 ．3

4 ．0

1 ．8

1．7

2 ．9

3 ．0

1．5

2 ．0

3 ．1

80

74

205

118

90

126

23

60

210

190

105

100

130

流　 紋　 岩

ノ／

紛　　　 岩

石 英 斑 岩

砂　　　 岩

〃

流　 紋　 岩

砂　　　 岩

石 英 斑 岩

砂　　　 岩

花　 崗　 岩

砂　　　 岩

ノ／

第116図

〃

〃

〃

〃

ノ／

〃

〃

第117図

〃

〃

〃

〃

Q126

Q120

QlOI

Q　55

Q　36

Q　60

Q139

Q　77

B2C2

B2f8

B2d9

C2a6

C2C8

B2C5

Z

A2j8

〃

流　紋　岩

砂　　　岩

〃

閃　緑　岩

流　紋　岩

砂　　　岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第118図

ノ／

〃
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番 号 器　 種 出土地点 全長（cm） 幅 （cm ） 厚（cm ） 重量（g ） 石　　 質 備 考

Q　88

Q 129

Q　61

Q　58

Q 148

Q 121

Q 134

Q 166

Q 150

Q　66

Q 147

Q　64

Q　73

Q　74

Q　68

Q 14

Q　69

Q ll

Q　 9

Q　51

Q 132

掻　　 器

〃

〃

〃

／／

ノノ

〃

〃

ノ／

〃

ノ／

〃

〃

〃

石　　 錘

ノ／

〃

砥　　 石

礫　　 器

〃

〃

B 2 b 9

B 2 b 。

C 3 b l

B 2 d 2

B 2 C 5

A 3 h 2

A 2 j 4

B 2 e 5

A 2 i9

B 2 e 6

B 2 c o

B 2 a 9

B 2 d 5

A 3 j 2

B 2 h 4

A 2 i 5

B 2 e 8

S K －34

S I －02

B 2 f o

A 3 j 2

6 ．9

7．3

6．8

6 ．5

6 ．25

6．・3

6 ．5

7 ．0

6 ．9

5 ．3

6 ．2

5 ．3

6 ．3

6 ．7

5．7

4．0

2．75

（9 ．9 ）

8 ．3

9 ．4

7 ．45

4 ．1

5 ．2

4 ．6

4 ．1

3 ．5

4 ．3

4 ．5

4 ．8

4 ．4

3 ．9

4 ．5

3 ．9

3 ．8

4 ．0

6 ．6

4 ．7

3 ．5

（7 ．2 ）

5 ．0

4 ．6

4 ．9

2 ．25

1．5

1．15

1 ．6

0 ．9

1 ．5

1 ．8

1 。1

1 ．2

1．5

1．65

1。4

1．1

1．5

0 ．8

0 ．75

0 ．6

2 ．8

2 。2

4 ．1

4 ．1

80

90

60

50

26

70

76

49

52

30

51

40

35

45

55

20

10

（265）

109

250

185

貢　　　 岩

砂　　　 岩

流　 紋　 岩

頁　　　 岩

流　 紋　 岩

粘　 板　 岩

頁　　　 岩

流　 紋　 岩

貢　　　 岩

チ　ャ　ー ト

貢　　　 岩

ノ／

ノ／

流　 紋　 岩

砂　　　 岩

安　 山　 岩

ノ／

砂　　　 岩

粘　 板　 岩

流　 紋　 岩

ノ／

第 118図

〃

〃

ノ／

〃

ノ／

〃

第119図

〃

〃

〃

ノ／

ノ／

〃

〃

〃

〃

〃

第 120図

〃

〃
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番 号 器　 種 出土地点 全長（cm）　 幅 （cm ） 厚（cm ） 重量（g ） 石　　 質 備 考

Q lO

Q l14

Q　96

Q 131

Q　27

Q　 2

Q　57

Q　23

Q 16

Q　53

Q　82

Q　33

Q 143

礫　　 器

ノ／

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノ／

〃

〃

〃

Z

B 2 i 4

B 3 j 3

C 2 a 8

B 2 i 8

A 2 h 7

B 2 j 。

B 2 ら

B 2 h o

B 2 g 6

A 2 j 3

B 2 b 7

A 2 i 6

9 ．0　　　　 3．3

6 ．5　　　　 6．2

7 ．2　　　　 3．9

8 ．5　　　　 5．2

9．5　　　　 7．6

8 ．9　　　　 5．0

7 ．5　　　　 6 ．6

6 ．7　　　　 5．9

7．1　　　 5．4

5 ．2　　　　 4．0

7 ．0　　　　 5．3

5 ．5　　　　 5．8

7 ．7　　　　 5．9

1．9

2 ．9

4 ．1

5 ．2

2 ．6

3 ．7

2 ．9

0．8

2 ．7

2 ．2

2 ．8

4 ．1

3．2

80

163

160

345

217

215

230

95

100

65

155

285

150

砂　　　 岩

〃

〃

流　 紋　 岩

〃

〃

貢　　　 岩

流　 紋　 岩

砂　　　 岩

〃

流　 紋　 岩

ノ／

頁　　　 岩

第 120図

〃

〃

ノ／

第121図

〃

〃

ノ／

ノ／

〃

〃

ノ／

第122図

Q122

Q　76

Q　71

Q125

Q　80

Q153

Q　65

Q142

A2j7

Z

B2j6

A3h3

A2h5

A3hl

B2j6

B2e4

石英斑岩

砂　　　岩

アプライト

粘　板　岩

砂　　　岩

安　山　岩

流　紋　岩

貢　　　岩

158　－－
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番 号 器　 種 出土地点
全長（cm）！幅（cm）！厚（cm） 重量（g 中 質

備 考

Q 156

Q 157

Q 158

Q 161

Q 159

Q 162

Q 160

Q 163

Q 164

石　　 鉄

〃

ノ／

ノ／

／／

〃

〃

〃

石　　 錐

B 2 a ヰ

表　 採

A 2h 8

B 2 b 7

B 2 b 8

B 2 a 4

B 2 b 3

A 2 f 8

B 2 h 7

2．2　　　 1．65　　　 0．35

2．4　　　 1．55　　　 0．7

1．8　　　 1．1　　　 0．45

2．2　　　 1．85　　　 0．55

1．25　　 1．15　　　 0．5

2．6　　　 1．85　　　 0．8

1．85　　 1．25　　　 0．5

3．1　　　 1．45　　　 0．85

5．4　　　　 2．7　　　 1．25

1　　 チ　ャ　ー ト

1．5　　　　　 〃

0．75　　　　　 ノ／

1　　　　　　 〃

0．5　　　　　　 〃

2．5　　 黒　 曜　 石

且　　　　　　　 ノ／

2．5　　　　　 〃

10．5　　 チ　ャ ー ト

第123図

ノ／

ノノ

〃．

ノ／

ノ／

〃

〃

〃

第4節　まとめ

且　竪穴式住居跡について

当遺跡で検出された竪穴式住居跡は9古墳時代前期のものが2軒である。住居跡は遺跡の西側に

寄って検出されたもので9　ほぼ東西に並んで位置している。

第1号住居跡は9　一辺約4．5mの方形を呈する住居跡である。第2号住居跡は，一辺約4．6mの

方形を呈している。これをみると，平面プランはいずれも方形で9　規模はほぼ同規模である。主

柱穴はともに4か所である。ただ9　第1号住居跡の柱穴は良好なものがなく，しかも9　2か所ず

つ接近して検出されたものが3か所ある。結局，合計7か所が検出され9　P29　P。，P5，P7を主

柱穴と考えたが9径◎深さとも貧弱である。主柱穴間の距離は9主軸方向で測ると約2．8mであり9

これは2軒とも同一である。

炉は9　出入り口の反対側と考えられる方向に片寄って設置されている。すなわち，奥2か所の
くぼ

柱穴のほぼ中央部に位置している。2軒ともロームを掘り凹めた地床炉で9　平面形は楕円形を呈

している。壁溝は，第2号住居跡では一部を除いて周回しているが9　第1号住居跡ではみられな

い。貯蔵穴は，2軒とも検出されていない。第2号住居跡両壁下部にある長方形の落ち込みは9
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貯蔵穴ではなく9　出入り口に関する施設の一部と思われる。

なお，この時期の住居跡では，焼失家屋とみられる遺構が多いが，当遺跡でも第2号住居跡の

床面から，炭化材が数か所で検出され9　火災に遭遇したのではないかと思われる。

出土遺物をみると9　2軒とも非常に少ないという共通点がある。第1号住居跡からは9　小形の

壷形土器が出土したが，他には土師器片が数点出土しただけで，これは第2号住居跡も同じよう

な状態である。この少量の遺物がすべて床面から出土したことは9住居跡の時期を決定する上で9

好都合である。土師器以外の遺物は9　数多く出土している。そのほとんどは縄文時代早期の土器

片である。これらの遺物が覆土や床面から出土しているが，住居跡に伴う時期の遺物ではなく9

住居跡が埋没する際に土砂と一緒に流入したものと考えられる。

奥山下根遺跡で検出された2軒の住居跡について9　その規模や遺物等をみてきたが9　時期につ

いては撃　古墳時代前期（五領期）と考えられる。五領期の集落構成をみると9　数軒で1グループ

を構成する例もあり，当遺跡の2軒という数字には9それほど問題点がないと思われる。しかし9

住居跡の配置状況をみると9　当遺跡の西側の平坦地に向けて古墳時代の集落跡がのびている可能

性が強く，今回の調査地域は9　集落跡の末端部になると思われる。いずれにしても9　今回の調査

地域は台地の一部であり，検出された遺構ラ　遺物も少なく9　遺跡の性格等について十分検討する

だけの資料が収集できなかった。

2　土壌について

当遺跡で検出された土壌は，37基である。これらの土壌は，台地平坦部から斜面部にかけて検

出され9　その形状は，平面形が楕円形を呈するものが多い。深さは，50cm以内のものがほとんど

っへ息之　　二審触れ！＊｝へナチ心事蜜ヰゑl′、ネ†　7トレ／1／71寸▲億ネヽよ〃1汀1寸▲首たす4♪ナPLヽ漣、〝1最号二象ノ　†最ゝ豆、ネ
し（ズノ‘lJ　〇　人巨ま’1／J C＿ll　　ノ／」⊥′ノ只Y〇、二ノ’∨　‾′JlI　　」ノ　」　　ノ　＞ノ⊥′／一戸ミ′）　1ノ　＞ノ　し⊥」ll」一三±土ICトノ　Ch1　　〕　＞ノ′）　二ノ　ヽ†　　し／‘）　　〕　し

のはとんどは埋没する過程で流入したものらしく，覆土から出土したものである。したがって，

土壌の時期を決定する資料としては適切なものではないと思われる。ここでは9　主に平面形状か

ら分類を行い，類型化してみた。

㈲　土壌の分類とその結果について

土壌の分類は，平面形状と深さを基準にして，類型化した。

平面形

楕円形……Ⅱ類

円　形‥…－II類　　　　　深さ

不定形……III類

30cm未満……A類

30cmへ／49cm一一一…B類

50cm以上…一一一C類

上記の基準により分類すると，次のとおりである。

I類合計　26基

IA・・・SKl・2・4・6・10・13・15・17・18・29・32・37・53　（13基）
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第124図　土壌の類別割合

類　 型 I A I B I C IIA H B II C m C

土墳数 13 12 1 4 5 1 1

小　 計 35％ 32％ 3 ％ 11％ 13％ 3 ％ 3 ％

合　 計 70％ 27％ 3 ％

IB・・・SK3。7　e25。27e28e30・31．

33・35．38・46e49　　　（12基）

IC…SK47　　　　　　　　　（1基）

II類合計10基

IIA…SK12・16。24。52　　　（4基）

IIB‥・SK23．26。48・50・51（5基）

IIC…SK19　　　　　　　　　（1基）

III類　　　1基

IIIC…SK34　（1基）

以上総計37基中9　Ⅱ類が最も多く26基を占

めていることがわかる。その他は，II類が10

基，III類は1基しか検出されなかったことに

なる。これらをパーセント表示でまとめると

次のような結果になる。

OI類の土壌

本類は全体の70％を占めており，当遺跡に

おける主体的な土壌である。規模は，長径が

1～2mの範囲のものが多い。深さはA，B

類とも約半数ずつである。I類の中で最も深い土壌はSK47で，54cmである。覆土は，全体的に

廃土粒子を含んでいるものが多く9　やや深くなるB類には特に多くみられる。長径方向に特別な

規則性はみいだせないが，西側を向くものがやや多くみられる。遺物は，IA類で8基，IB類

で9基から出土し9　全体として7割ちかくの土境から出土している。本類に属する土壌は，遺跡

内の平坦部～傾斜部にかけて平均的に分布している。

〇m類の土壌

第125回　土壌の長径方向

本類は9総数鼠0基である。規模は直径1～1．

7mまでのものであるが，IIA，IIB類とも1

～1．1m前後のものと，1．5～1．7m前後のもの

の2グループに分けられる。直径が1．1～1．5

mの土壌はほとんどみられない。深さは9‡

類と同じような傾向で，50cm未満の土壌がほ

とんどである。ただSK19の深さは59cmで，当

遺跡で検出された土壌の中では，最も深いも
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のである。この土壌は直径1．1mの円形

に掘り込まれたもので，壁，底面とも

硬く締まり，内部には褐色土が唯積し

ていた。遺物は，検出されていない。

本類の壁は外傾して立ち上がり9　底面

は平坦なものが多い。遺物は9　6基か

ら出土している。遺構の配置状況は，

平坦部に少なく9　傾斜部に位置するも

のが多い。

OIII類の土壌

当遺跡から，1基だけ検出された土
第126図　土壌の規模分類

壕である。遺構を確認した段階では9

大きな楕円形の落ち込みが確認されたのであったが，調査を進めていくと9　楕円形の落ち込みは

地下に向かって掘られた土壌の開口部であることが判明した。地下の部分は，確認面から1．7mの

深さに9　断面が円形のトンネル状に掘られていた。出土遺物は9　開口部付近の覆土から縄文土器

片と礫が合わせて数10点出土している。どのような目的のために掘られた土壌なのか9　その用途

や性格等を解明することはできなかった。

以上9各グループごとの特徴をみてきたが9平面プランは，楕円形を呈するⅡ類の多いことが特

徴である。軋細腰は少なく，全体の3割である。深さはA～C類に細分したが9　傾向としては50cm

未満のA，B類が大部分である。C類は3基しか検出されず9　9割以上が50cm未満の浅いものであ

プ＋ユ凄摘ありヰ・qり甘′′n」一＋密ふ＼た　LJ」」一1でt、之　†ネ＼l ri宝石ふ＼た、L力」一†ナフ漣、爪～′ヰナナ　ノ　　「トノヾで要J一rhネ＼
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ら出土したものである。この出土遺物は，縄文時代早期中葉～後葉に属するものであり9　土壌の時

期も同時期と思われるがタ前述のように流入した遺物が多いとみられるため9断定はできない。

なお9　土壌の分布状況は第且5図のとおり，平坦部には少なく，傾斜部に多く分布している。こ

の分布状況は炉穴にも同様の傾向がみられ9当遺跡が形成された縄文時代早期の時期においては9

傾斜部が利用されていたことが遺構の分布状況からうかがえる。

3　炉穴について

当遺跡で検出されている炉穴は，19基である。このうち単独で検出されているものは9基夕　炉

穴群として検出されているものは，2群である。平面形はすべて楕円形を呈しており，深さ，30～50

cmぐらいのものが多い。分布状況をみると，台地突端部から斜面部にかけてすべて検出されてい

る。炉穴を平面形と炉床の位置から分類し，この結果を次に記載する。
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第は聞　奥山語根通路炉究の規模分類

（1）炉穴の分類とその結果について

炉穴の分類は9　平面形と炉床の位置

の2点から9　次のように分類した。

平面形

炉　床

筐

楕円形…‥…・…‥‥…‥I類

円　形…‥‥‥・…・…‥‥II類

不定形‥‥……‥………III類

円形‥‥‥…‥…‥‥…IV類

片寄っている‥‥‥……A類

中央部…‥‥……‥……B類

2ヶ所以上あるもの…C類

ほぼ全面が焼土………D類

上記の基準により分類すると9　次のようになる。

IA…SK21・22・39．42e43・44・45・56・57　（9基）

IB…SK8・9・11・14・20・36・55　　　　　（7基）

IC…SK58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1基）

ID…SK40・41　　　　　　　　　　　　　　　　（2基）

II～IV類は，当遺跡では検出されていない。

以上のように普　奥山下根遺跡の炉穴を分類してみると9　平面形が楕円形を呈する‡類だけがみ

られ，描～Ⅳ類は且基も検出されていないことがわかる。I類の中でも9IA類とIB類が極めて

多くみられる。IA類は総数9基検出されている。このうちSK39◎45は，単独の炉穴で，他は炉

穴群を構成している炉穴である。炉穴群鵜　中央部を共通の炉穴底面として利用する関係上9　そ

れぞれの炉穴は炉穴底面の周囲に位置しているものと考えられる。IB類は9　7基検出されてい

る。本類は炉穴群に含まれるものはなく9　すべて単独で検出されている炉穴という点が大きな特

徴である。炉床が中央部に位置しているため9　炉穴底面は炉床を囲むように構築されている。‡

C類は，第2炉穴群中のSK58だけである。本跡は2か所の炉床を持っているが，その断面をみ

ると9　片方は長期間使用されたものではないと考えられる。炉穴底面として利用できる部分はタ

より少なくなっている。‡り類は，2基検出されている。2基とも撃第1炉穴群に属しており9赤

褐色の焼土が一面に検出されているものである。炉穴底面のスペースがみられないが9　南側の広

い空間を炉穴底面として使用したものと考えられる。

（2）炉穴の分布状況や特徴等について

当遺跡の炉穴の分類結果については前述のとおりで9斜面部に主に検出されているものである。

ここでは，他遺跡の例と比較し，検討してみたい。
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第128図　西下宿遺跡炉穴配置図

すでに記述したよう

に，炉穴は，台地突端部

から斜面部にかけて検出

されている。炉穴群が2

か所9　単独の炉穴が9基

である。これらの炉穴の

分布状況をみると9　数か

所に集中して検出されて

いる。すなわち9　第1炉

穴群とその周辺の炉穴，

第2炉穴群とその周辺の

炉穴9　遺跡南側の5基の

炉穴の3か所である。この

うち，第1炉穴群の周辺

の炉穴（SK20・39）を除

くと9　すべて斜面部に検出されている。

ここで9　当遺跡と同時期と考えられる県内の例について概観してみよう。

水戸市飯富町に所在する馬場尻遺跡は9那珂川右岸の台地先端部に位置しており，標高は30m

前後である。この遺跡からは9茅山期のものとみられる炉穴が1基検出されている。規模は91・
（1）

35×鼠。52mの円形に近い楕円形のもので9炉床は南側に寄って位置している。

石岡市に所在する新地台遺跡は9標高24mの台地上に位置しており9茅山期から古墳時代にか

けての集落跡である。茅山期の住居跡3軒，

l
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第129回　西下宿遺跡炉穴の規模分類
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同炉穴1基が検出されている。炉穴は3．

58×1．7nlの長楕円形で，確認面からの深さ

は36cmである。炉床は西壁に寄った位置に
（2）

あり，掘り込みは浅いものである。

鉾田町安塚に所在する安塚遺跡は，標高

27～28mの台地上にある。6基の炉穴が検

出されている。遺構は台地上に2基，傾斜

面に4基と2グループに分かれている。平

面形は長径1m前後，短径0．6m前後の楕円

形を呈している。深さも含めて個々のデー



夕は記載がなく不明である。廃土堆積範囲（炉床と思われる）は9　長径方向のどちらかに寄って
（3）

位置しているようである。遺物は9　条痕文系と縄文が施文されたものの2種類が出土している。

竜ヶ崎市では9打越A遺跡と廻り地B遺跡から炉穴が検出されている。打越Å遺跡では24m前

後の台地上から傾斜面にかけて9　3基検出されている。第1号は9　直径1mの円形を呈し9　深さ

は15cmである。第2号は，1．5×0。9mの楕円形である。第3号は9　平面プランは不明で9　直径50

cmの焼土の堆積として確認されたものである。3基とも明確な炉床がないことから9縄文早期の炉
（4）

穴ではなく9他の土壌などと同時期の縄文中期に属するものと報告されている。廻り地B遺跡は，

台地突端部にあり9　炉穴は撃　北東方向に傾斜する地点から6基検出されている。平面プランをみ

ると9双円形1基，円形2基，楕円形2基，炉穴群1か所（炉床は5か所あり）である。炉床は9

長径方向のどちらかへ寄って検出されている。位置的な面から9　3グループに分けられるものと
（5）

考えられる。遺物は9　茅山期のものが出土している。

鹿島町に所在する伏見遺跡からは9　74基の炉穴が検出されている。これらの炉穴は彗　標高40m

の台地上平坦部から斜面部にかけて検出されており9　立地面からみて3グループに分けられる。

平面プランは9　長径1．5m前後撃　短径0．8～1m前後の楕円形のものが多くみられる。遺物は，茅
（6）

山期のものが出土している。

谷和原村に所在する西下宿遺跡は9標高18mの台地上にある。この台地部から西側の傾斜地に

かけて24基の炉穴が検出されている。出土遺物からみて，茅山期の炉穴と思われる。平面プラン

をみると，楕円形8基9　同じく楕円形で炉床を2か所以上もつもの3基9　円形2基，炉穴群2か
（7）

所である。ここの炉穴も，4グループに分けて考えることができる。（第128図）

県内で炉穴が調査された遺跡について述べてきたが，その立地条件や分布状況からいくつかの

共通する点がうかがえる。遺跡の立地条件としては，台地の突端部に立地しているものが多くみ

られる。また，炉穴は台地の傾斜部に検出されるものがほとんどである。なお，各遺跡内での炉

穴の分布状況は，いくつかの地点に集中して分布していることがうかがえる。安塚遺跡の2グルー

プ9　西下宿遺跡の4グループなどは，分布状況からグルーピングしたものである。このように各

遺跡において，炉穴を設置する場所がある程度決まっていたことがうかがえる。炉穴は一年中使

用するものであることを考えると，当時の人々は地形や気象条件等から9　炉穴として機能を発揮

できる場所として台地の突端部や斜面部を経験的に体得し，そこに炉穴を設置したものと考えら

れる。

前述の西下宿遺跡は，当遺跡の南東約1．5kmの地点にあり，遺構言遺物ともよく似た遺跡である

ので，当遺跡と西下宿遺跡を当遺跡で行った分類基準にしたがって比較，検討してみると次のよ

うになる。
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西下宿遺跡の炉穴分類

IA類…3基

IB類…3基

IC類…5基

ID類・‥2基

I類計13基

IIA類…1基

IIB類…1基

IID類…4基

II類計6基

※総数24基の炉穴が検出されているが撃　分類可能なものは温9基である。

これをみると9当遺跡よりややバラエティーに富んでいるようである。ただ誹り類と分類した

4基は撃焼土だけを確認した遺構のため9平面プランは明確でない。ここでも‡類が中心である

ことがわかるが9当遺跡で温基しかなかった‡C類が5基検出されているのが目立っている。2遺

跡の長径方向をまとめたのが9第130図である。これによると9長径方向は2遺跡とも東西1800の

間に散らばっており撃　いずれかの方向に片寄る傾向はほとんどみられない。この点は土壌の長径

方向をみても同様である。結風炉穴も土壌も設置する時に特別な条件等がなく撃適当に掘り込

まれたことになる。しかし9　食料などの貯蔵が主目的と考えられる土壌はともかく9　煮たきをす

る場所と考えられる炉穴で不都合は生じなかったのだろうか。

奥山下根遺跡

第130図　炉穴の長径方向

西下宿遺跡

そこでタ単なる長径方向の検討だけでなく9長径方向と等高線の関係を追及してみた。第且3鼠図

は9炉穴の長径方向が等高線と直角に交わる時は009平行の時は9009　それ以外の時は，右（左）

奥山下根適跡

第131図　炉穴の等高線に対する長径角度
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gOという表示の仕方をした。

この図を第130図と比較すると，明確な特徴がよみとれる。長径方向だけをみたグラフではある

角度に集中することはなかったが，今回のグラフではある角度域に集中する傾向がみられるので

ある。奥山下根遺跡では撃左270から右招0の範囲に14基（79％）の炉穴がはいっている。西下宿遺

跡でも9左280から右90の範囲に14基（74％）の炉穴がはいっている。等高線に平行する炉穴は1

基もなら　割以上の炉穴は長径方向が等高線と直角に近い角度で交わるように掘り込まれてい

るのである。このことは9炉穴が火熱を利用する遺構であるので，熱効率や風通しを考えると9

非常に理にかなっている構造であると考えられる。すなわち9炉穴を傾斜地に設定し9　しかも9

炉穴の長径方向を等高線と直行ぎみに掘り込むことによって9火を焚くのにも便利で9熱利用上

も都合の良いことを，縄文時代早期の人々は既に体験上習得し9炉穴を構築していたと考えられ

る。

第相聞　番遺跡における炉栗の規模比較

で掘り込まれるものが多い。

各遺跡の炉穴について述べてき

たが，最後に，当遺跡で検出され

た炉穴について，その特徴をまと

めて記載しておく。

①遺構は傾斜地に多く9　いくつか

のグループの集合体として検出

されている。

②平面プランは，楕円形だけが確

認され，他の平面プランのもの

はない。

③炉床は9　長径方向の一端に片寄

るものとタ　中央部にあるものが

主である。

④等高線に対して直交するかたち

注

（且）茨城高校史学部『馬場尻遺跡』昭和54年

（2）茨城県教育財団「新地台遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告書第17集』）昭和57年

（3）茨城県教育財団「安塚遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告書第VI集』）昭和54年

㈱茨城県教育財団「打越A遺跡」「廻り地B遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告書第ⅥI集』）
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昭和55年

持茨城県教育財団「打越Å遺跡」「廻り地B遺跡」（『茨城県教育財団文化財調査報告書第Ⅴ紺集』）

昭和55年

㈲伏見遺跡調査会『常陸伏見』昭和54年

浮茨城県教育財団『年報且』昭和56年

4　出土遺物について

（1）土器類について

当遺跡からは撃縄文時代早期の土器片が多量に出土している。その主なものは沈線文系9条痕

文系の土器群である。これらの遺物を8群に分類し解説を加えてきたので学　ここでは各群の特徴

等をまとめておくことにする。

I群の土器

‡群の土器は9撚糸文系の土器群で撃当遺跡から少量出土している。縄文時代早期前葉に比定され

るもので争出土した土器片は目線部片が多くタ　ロ唇部が肥厚し撃かつ外反している。胎土に砂粒

を含むものが多い。

II群の土器

描群の土器は撃沈線文系の土器群で91類～7類に細分できる。本群の土器は9基本的に縄文

時代早期中乳三戸式に比定されるものである。比較的細い沈線により撃格子目文やはしご状の

文様が施文されるもの9太目の沈線文が施文されるもの9刺突文や貝殻文が主に施文される土器

片等が出土している。口唇部の形状は学内そぎ状を呈するものが多い。胎土には砂粒を含み，焼

，」トーL　凸ムフィ，て、、十　ウ　　　qqu二1JJ　　′」ヽ已旨／丁ヽこク耳鉦J、さ息　ノ　山＿＿Ll　でI、之
／1KLJ艮灯　し　のノ〇〇　石打ノl．ンlよ，　プCJ妄ゝUノイ不粋〟∵ク′＼U」－⊥し／」∨‥Qノ〇

m群の土器

m群の土器は9押型文の土器群で撃　3類に細分できる。本群の土器は争　Ⅲ群と併行する時期

と考えられ，縄文時代早期中温三戸式と同時期に考えられる。押型文は9山型押型丸楕円押

型丸　山型と9楕円が同時に施文されたものの3種である。山型押型文は9縦位に施文されるも

のが多いが9斜位に施文される土器片も少数ではあるが検出されている。楕円押型文は9山型押

型文と違い9横位に施文されるものが主である。山形と楕円がひとつの土器に同時に施文されて

いるものも，2点出土している。2点とも9楕円押型文は9　山型押型文より上部に施文されてい

る。ロ緑部は外反9あるいは外傾して立ち上がり9口唇部は内そぎ状を呈している。胴部は，直

線的な形状が多い。底部は検出されていない。胎土には砂粒を含むものが多く，色調は明褐色～暗

褐色である。当遺跡からは，押型文が施文された土器片が40点出土している。茨城県内でも押型
ひばかり

文土器が出土した遺跡は少なく9その大部分は日計型押型文が施文されている土器で9出土量も
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少量である。当遺跡出土の押型文土器は9　中部地方を中心に分布する山私楕円押型文の土器で

あり9　従来知られていた押型文土器とは系統を異にするものである。

IV群の土器

Ⅳ群の土器は9条痕文系の土器で91類～8類に細分できる。本群は縄文時代早期後葉に位置

づけちれる土器で学野島式撃鵜ヶ島台式9茅山下層砂茅山上層式の土器が出土している。文様は9

条痕文を地文とし9微隆起線を貼り付けるもの撃沈線文と刺突文を組み合わせたもの9沈線文を

主とするもの9貝殻腹緑文が施文されるものなど，さまざまな文様がみられる。本群の土器は撃

胎土に繊維を含む例が極めて多くみられタ　当遺跡で最も多く出土した土器である。

Ⅴ群の土器

Ⅴ群の土器はタ無文の土器類を一括したものである。本群は9縄文時代早期後葉に位置づけら

れる。明確な文様は施文されていないが9　日唇部に残された輪積み痕9　日綾部のキザミ目などが

特徴になっている。胎土には繊維を含むものが多い。

VI群の土器

Ⅴ亙群の土器は9縄文を有する土器群を一括したもので9時期的には学閥群と同様縄文時代前期

以降と考えられる。土器片には9各種の縄文が施文されているが9S字状結節文が多くみられる。

ロ綾部に輪積み痕の残る例も多い。

VII群の土器

Ⅷ群の土器は学貝殻腹経文が施されている土器片で9縄文時代前期後薬学浮島式に比定される

ものである。貝殻腹緑文はラ　すべて波状に施されるもので9　アナダラ属によるギザギザのあるも

のとラ　ハマグリなどのギザギザのないものによる2種類が認められる。

VIII群の土器

Ⅴ亙拍群の土器は9前期以降9　中期までの土器を一括したもので9諸磯A⑳C式9阿王台式（古）

などが含まれている。本群の出土量は少量である。

当遺跡の出土土器を概観すると撃以上のように紅～Ⅷ群に分類することができる。この中で主

体となる土器はⅢ群とⅣ群の土器である。すなわち，沈線文系の土器と条痕文系の土器である。

これは9縄文時代早期中葉から後葉の時期に比定されるものである。遺構出土の遺物も昏　Ⅲ群あ

るいはIV群のいずれかに分類されるものが多く普奥山下根遺跡はこの時期を中心に形成されたも

のと考えられる。

（2）石器類について

当遺跡で出土した石器は167点で，その大部分はグリットから出土したものである。この石器は9

12種類に分類することができ，最も多い石器は磨石で43点が出土している。また，当遺跡は縄
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石鍛（4．8％）

第133図　石器の類別割合

文時代早期の遺跡で

あるので，礫器の出

土数が比較的多く，

総数24点出土してい

る。他に9　出土数の

多いものは，敲石32

点，石斧類26点，掻

器17点等がある。第

且33図は石器類の割合を表示したものである。これをみると，主に調理の道具と考えられる磨石や敲

石の割合が高く9　ついで9工具あるいは土掘り異と考えられる礫器や打製石斧が続いている。他

に撃石鉄や石錘など狩猟用具もみられることから9植物質の食料等を採集9調理するだけではな

く撃狩猟生活が営まれていたことがわかる。このように当遺跡出土の石器はラ　その多くが狩猟や

採集撃　調理などの道具として使用されたものである。

次に9石器の石質についてみると9砂岩が最も多く53点の石器に用いられておりサ全体の31・6％

を占めている。次いで安山岩36点◎21。6％9流文岩23点◎13・8％，貢岩15点⑳9・0％などである。

第134回　石質による分類
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この他に，チャート，石

英班岩，花崗岩等が用い

られている。石器の種類

ごとに利用されている石

質をみていくと，いくつ

かの特徴がみられる。石

斧類は，特定の石質を用

いるという傾向はなく，

比較的硬い石質の石材が

何種類も使われている。

磨石は，安山岩と砂岩が

多く使われ9　石皿と凹石

はそのほとんどが多孔質

の安山岩である。これに

対して，敲石は砂岩が最

も多く，，掻器は頁岩，流

紋岩9砂岩が主であ号。



第135図　石器類の石質分類
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礫器は9　流紋岩と砂岩が多く使われている。石鉢◎石錐は9　チャートと黒曜石だけが使われ撃　他

の石質の石材が使われた形跡はみられない。石器によっては，用途に応じて9　特定の石材が選択

されて使われたことがうかがえる。

県内の縄文時代の遺跡から出土した石器と石質について比較9　集計した結果をみるとう　当遺跡

に隣接する大谷津B，筒戸A・B遺跡では，安山岩が最も多く使用され，次いで，チャート，砂

岩，流紋岩の順となっている。また，竜ヶ崎市に所在する赤松，廻り地A，南三島の各遺跡にお
（1）

いては9　安山岩9　砂岩撃　流紋岩9　チャートといった組合せである。当遺跡の砂岩，安山岩9　流紋

岩9　貢岩という組合せとは9　若干の相違がみられるが9　これは撃　遺跡の時期や，立地条件等の違

いによるものと考えられる。いずれにしても9　石器に利用される石材は9　各遺跡の周辺で採取さ

れたものが多かったと考えられる。当遺跡の場合は鬼怒川撃　小貝川が近くを流れていることから

この河川の河原石を利用することが多かったと思われる。実際に当遺跡からは9　石器以外の自然

礫が予　多数出土している。また9　遺跡周辺で入手できない石材（黒曜石など）の中にはラ　遠方か

ら運ばれてきたものもあったのではないだろうか。

注

（1）茨城県教育財団『年報3』昭和58年
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ノて学　　　　、＼　　　ノ　　　‘＼

水海道都市計画事業砂内守谷土地区画整理事業地内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は撃　2

か年計画で現在も進められている。本書は　初年度に発掘調査を実施した撃　奥山B遺跡撃　奥山下

根遺跡の調査結果をまとめたものである。この2遺跡からは撃　これまで述べてきたように撃縄文

時代，古墳時代の遺構e遺物が検出されている。

奥山迅遺跡は撃　遺構の発見には至らなかったが　当遺跡の北側に所在する奥山下根遺跡で出土

一、′：∴　　‾．・　　．ノ′　　　　一　ノ　　‥．′ノ．，・′　へ　∴、ノ・、ノノ　′、　　　　ノ′′、

の生活の一一一F－．あ端がうかがえた遺跡である。

また　奥山下根遺跡からは　縄文時代早期の土壌⑳炉穴が誠基　古墳時代前期の住居跡　軒が

検出されている。土壌◎炉穴は　台地縁辺部か射頃斜地にかけて多　検出され　住居跡は　遺跡

の西側端部の平坦地に検出されている。また　遺跡からは　多量の土器片　石器等が出土し　縄

ノ　‘・′・′．・、、・　‥・㌦′二√！ノ　　　′ノ　．．．ノ＼、′　′　　　　　ノ′．　　′　　　・l　　　　　　　　・

文土器が40点出土したことは，特筆に値する。

′　‥　一一′‘′、、；′　′　　　′ノ　ノ　ー‥∴　　－　　∴　　　・ノ．．　‥り　′∴・、・一一　　′い・‥′　∴　　・′ノ‥　　　′

、・　　－ハ、－′、・′、ノ∴′ノ、∴　・・牛ノ　㍉－′′　′．　　′．　′．ノノIfト・ノJ、：ノ′、．∵h　　く

′・・．ノ′　∴　、1　ノ‾′　ノ′　ノノノ　′泣′　今　ノ、　′∴．、ノ・＿　・∴、．j・．′　　　′：

いる。

最後に9　本報告書を作成する上で撃　関係各位の御指導撃　御協力をいただいたことに対し　心か

ら感謝の意を表したい。

173



写 宜ノヽ 図　版



奥山B遺跡



PLl

調査前全景

伐開作業

伐開後全景



PL2

テストピット

土層断面

（B3b。）



PL3

景
）
全
」
跡
W
通
（

遺跡全景

（E→）



石　器　S＝1／2



奥山下根遺跡



PLl

遺跡遠景

（NW→）

遺跡遠景

（NE→）

調査前全景

－‘‘」で・－竺・更’；、秦‘．＿＿．
：一．K。雷．ノ．コrli＿嶺鰯一‾一

二≠轟き二一一＿



PL2

．：：：、．‾・、1＿．＿＿＿．＿＿＿．：．＿、千‥：－．．．∴二二．：‾：二：1ふJl‾一ゴー：コ‥：

ニここニここ

薫ゝ、竃登
時一　泡 グリット発掘

調査風景

（遺物取り上げ）

調査風景

（表土除去）



PL3

雪かき作業



PL4

台地部テストピット
土層断面
（C2b7）

低地部テストピット

土層断面

（B4d。）

低地部トレンチ
土層断面



第1号住居跡

第1号住居跡
遺物出土状況

第1号住居跡

遺物出土状況



PL6

第2号住居跡

第2号住居跡
遺物出土状況

第2号住居跡

遺物出土状況



PL7

第2号住居跡
炭化材出土状況

第2号住居跡
遺物出土状況



PL8

第2号土壌

第4号土壌

第7号土壌



PL9



PL10

第26号土壌

第31号土壌

第32号土壌遺物出土状況



PLll



PLI2



PL13



PL14

第43号炉穴

第44号炉穴炉床断面



PL15

第58号炉穴炉床断面



PL16



PLI7



PLI8



PL19



PL20



土　器（1）S＝1／4．5



土　器（2）S＝1／3



土　器（3）S＝1／2



押型文土器（1）S＝1／1．5



押型文土器（2）S＝1／1．5



押型文土器（3）S＝1／1



尖底土器　S＝1／2



土製晶・土器片錘・土製円板　S＝1／1．5



石　器（1）S＝1／2



石　器（2）S＝1／2



石　器（3）S＝1／2



石　器（4）S＝1／2



石　器（5）S＝1／2



石　器（6）S＝1／2



石　器（7）S＝1／2



石　器（8）S＝1／2



石　器（9）S＝1／2



石　器㈹　S＝1／2



石　器01）S＝1／2



石　器02）S＝1／1



錮慧

茨城県教蘭財団寛偲財調査報告第調集

氷海適都市計画事業◎痢守谷豊地匿蘭
整理事業地内埋蔵寛偲財調査報告書盈

奥出　国遺跡
奥幽滞槻遺跡
昭和60年3月25日印刷
昭和60年3月30日発行

発　行　財団法人　茨城県教育財団

水戸市南町3丁目4番57号

印　刷　株式会社　あけぼの印刷社

水戸市松が丘2－6－24


